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一
般
会
計
の
概
要

平
成
十
八
年
度
予
算
で
は
、
市
税
な
ど
の

自
主
財
源
の
確
保
と
事
務
事
業
の
見
直
し
に

よ
り
、
歳
出
全
般
に
わ
た
る
経
費
の
節
減
を

図
り
、
重
点
的
か
つ
効
率
的
な
配
分
を
行
い

ま
し
た
。

特
に
、
主
要
な
一
般
財
源
収
入
の
減
少
に

よ
り
、
行
政
水
準
の
急
激
な
低
下
を
招
い
て

は
な
ら
な
い
と
の
視
点
に
立
っ
て
、
財
政
調

整
基
金
な
ど
を
積
極
的
か
つ
有
効
に
活
用

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
多
様
な
要
望
や
各
種

施
策
・
事
業
に
重
点
的
に
予
算
を
配
分
し
ま

し
た
。

一
般
会
計
の
当
初
予
算
額
は
、
八
百
七
十

六
億
三
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
前
年
度
当

初
予
算
対
比
で
三
億
一
千
万
円
の
増
と
な

り
、
０
・
４
パ
ー
セ
ン
ト
増
加
し
ま
し
た
。

●
歳
入

市
税
…
四
百
九
十
億
九
千
三
万
六
千
円

市
民
税
な
ど
の
増
収
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
前
年
度
当
初
予
算
対
比
で
十
五
億
二

千
四
百
七
十
五
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

地
方
譲
与
税
…
三
十
三
億
二
千
二
百
九
万
二

千
円

国
の
三
位
一
体
改
革
に
よ
る
税
源
移
譲
の

暫
定
措
置
と
し
て
交
付
さ
れ
る
所
得
譲
与
税

の
増
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
前
年
度
当

初
予
算
対
比
で
十
二
億
五
千
八
百
七
十
九
万

二
千
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

地
方
交
付
税
…
四
億
円

普
通
交
付
税
の
交
付
が
見
込
め
な
い
も
の

と
試
算
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
前
年
度
当
初
予

算
対
比
で
十
六
億
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

国
庫
支
出
金
…
七
十
六
億
三
千
六
百
七
十
一

万
円

国
の
三
位
一
体
改
革
に
よ
る
国
庫
補
助
負

担
金
の
廃
止
・
縮
減
の
影
響
に
よ
る
減
少
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
前
年
度
当
初
予
算

対
比
で
六
億
九
千
七
百
六
十
四
万
円
の
減
と

な
り
ま
し
た
。

市
債
…
五
十
七
億
二
千
八
百
六
十
万
円

し
尿
処
理
施
設
整
備
事
業
の
終
了
、
霞
ケ

「
ひ
と
、
ま
ち
、
未
来
、
み
ん
な
で
つ
く
る
　
い
き
い
き
川
越
」
へ
の
第
一
歩

平
成
18
年
度
予
算
の
概
要

地
方
財
政
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
地
方
分
権
改
革

が
進
む
中
、
国
の
三
位
一

体
の
改
革
の
影
響
な
ど
に

よ
り
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
お
り
ま
す
。
本
市
に
お

い
て
も
、
普
通
交
付
税
が

不
交
付
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
な
ど
、
厳
し
い
行
財
政
運
営
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
新
年
度
予
算
で
は
、
財
源
の

積
極
的
な
確
保
と
歳
出
全
般
に
わ
た
る
経
費
の
節
減
を
図
り
、
効
率

的
か
つ
効
果
的
な
行
財
政
運
営
に
努
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
も
の
と
い
た
し
ま
し
た
。

四
月
か
ら
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
に
と
っ
て
、
ま
ち
づ
く
り

の
新
た
な
指
針
と
な
る
「
第
三
次
川
越
市
総
合
計
画
」
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
本
市
の
将
来
都
市
像
に
掲
げ
ま
し
た
「
ひ
と
、
ま
ち
、

未
来
、
み
ん
な
で
つ
く
る
　
い
き
い
き
川
越
」
の
実
現
に
向
け
て
、

各
施
策
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
「
住
む
こ
と
に
誇
り
を
持
て
る
川
越
」
を
実
現
す
る
た
め
、
全

力
で
市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
な
る
市
政
の
発
展
の
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一
般
会
計
の
概
要

平成18年度予算の歳入・歳出規模
一般会計 876億3,000万円 （前年度比0.4％増）
特別会計 799億5,858万6,000円（前年度比2.6％減）
総　　計 1,675億8,858万6,000円（前年度比1.1％減）

川越市長　舟橋功一

問
い
合
わ
せ
…
財
政
課
財
政
担
当
・
℡
内
線
２
３
１
１
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関
駅
周
辺
整
備
事
業
債
の
減
少
な
ど
の
た

め
、
前
年
度
当
初
予
算
対
比
で
十
一
億
六
百

六
十
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

●
歳
出

東
部
地
域
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
・
高た

か

階し
な

地

区
公
共
施
設
な
ど
の
施
設
整
備
を
、
計
画
的

に
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
ス
タ

ー
ト
す
る
第
三
次
川
越
市
総
合
計
画
前
期
基

本
計
画
に
基
づ
く
諸
計
画
に
よ
り
、
少
子
高

齢
化
対
策
な
ど
の
福
祉
施
策
お
よ
び
環
境
に

配
慮
し
た
諸
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
多
様
な
要
望
に
的
確
に

応
え
て
い
く
た
め
の
、
各
種
施
策
・
事
業
に

重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

総
務
費

市
民
参
加
に
関
す
る
条
例
の
制
定

市
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
自
治
基
本
条
例
な

ど
市
民
参
加
を
進
め
る
た
め
の
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心
な
川
越
を
実
現

す
る
た
め
、
行
政
・
警
察
・
市
民
・
事
業

所
・
関
係
団
体
な
ど
が
緊
密
に
連
携
・
協
働

を
図
り
、
犯
行
の
機
会
を
与
え
な
い
、
犯
罪

を
起
こ
さ
せ
な
い
地
域
環
境
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。

東
部
お
よ
び
大
東
地
区
地
域
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
の
整
備

地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
地
元
と
の
合
意

形
成
を
図
り
な
が
ら
順
次
整
備
し
ま
す
。

交
通
関
係

市
街
地
内
に
お
け
る
渋
滞
解
消
を
目
指

し
、
中
心
市
街
地
に
入
る
自
動
車
交
通
量
の

抑
制
策
と
駐
車
場
の
整
備
な
ど
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
策

の
検
討
を
進
め
ま
す
。

市
内
循
環
バ
ス
「
川
越
シ
ャ
ト
ル
」
の
路

線
の
改
善
や
、駅
周
辺
の
放
置
自
転
車
対
策
、

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
積
極

的
に
推
進
し
ま
す
。

民
生
費

地
域
福
祉

川
越
市
地
域
福
祉
計
画
に
基
づ
き
「
み
ん

な
で
つ
く
る
、
ふ
れ
あ
い
、
支
え
合
い
の
ま

ち
川
越
」
の
基
本
理
念
の
実
現
に
向
け
、
適

切
な
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

高
齢
者
福
祉

川
越
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
第
三
期

川
越
市
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
介

護
予
防
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

健
康
で
生
き
が
い
を
感
じ
な
が
ら
生
活
で
き

る
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

障
害
者
福
祉

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
き
、
川
越
市

介
護
給
付
費
等
支
給
審
査
会
の
設
置
・
運
営

お
よ
び
障
害
福
祉
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

一
般
会
計
の
新
規
・
重
点
事
業

市税（56.0％）
490億9,003万6,000円

国庫支出金（8.7％）
76億3,671万円

市債（6.5％）
57億2,860万円

諸収入（4.8％）
42億3,574万1,000円

地方譲与税（3.8％）
33億2,209万2,000円

繰入金（3.6％）
31億5,550万円

地方消費税交付金（3.6％）
31億3,513万7,000円

その他（13.0％）
113億2,618万4,000円
＊その他の主な内容
県支出金（2.8％）25億81万8,000円
繰越金（2.6％）23億円
使用料・手数料（1.9％）16億9,064万円
地方特例交付金（1.7％）14億5,640万円

一 般 会 計

歳入
876億3,000万円（100％）

876億3,000万円
（100％）
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児
童
福
祉

川
越
市
次
世
代
育
成
支
援
対
策
行
動
計
画

に
基
づ
き
、
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事

業
や
、
多
様
な
保
育
に
関
す
る
要
望
に
対
応

す
る
た
め
の
一
時
的
保
育
事
業
の
拡
充
を
図

り
ま
す
。

衛
生
費

健
康
づ
く
り
対
策

市
民
の
皆
さ
ん
が
生
き
生
き
と
心
豊
か
に

生
活
で
き
る
よ
う
、
健
康
増
進
事
業
を
は
じ

め
、
健
康
診
査
、
健
康
教
育
、
健
康
相
談
事

業
な
ど
を
さ
ら
に
充
実
し
ま
す
。

安
心
し
て
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
が
で
き

る
よ
う
、
母
子
保
健
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

環
境
問
題
対
策

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
し
て
、「
川

越
の
良
好
な
環
境
を
保
全
す
る
基
本
を
定
め

る
条
例
」
を
制
定
し
ま
す
。

新
た
な
環
境
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
川

越
市
環
境
基
本
計
画
を
見
直
し
、
第
二
次
川

越
市
環
境
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

緑
地
の
保
全
な
ど

市
街
地
の
緑
化
を
促
進
し
、
地
球
温
暖
化

の
防
止
や
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
緩
和

に
寄
与
す
る
た
め
、
公
共
施
設
の
屋
上
や
壁

面
の
緑
化
を
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
実
施
す
る

と
と
も
に
、補
助
制
度
の
導
入
を
図
り
ま
す
。

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
な
ど

公
共
施
設
へ
の
対
応
や
建
築
物
解
体
時
の

飛
散
防
止
対
策
な
ど
の
徹
底
・
周
知
に
努

め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
を
守
り
ま
す
。

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
な
ど
の
化
学
物
質
対
策

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
一
般
環
境
調
査
な

ど
に
よ
り
現
況
を
把
握
し
、
そ
の
対
策
に
努

め
ま
す
。

ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
の
推
進
な
ど

集
団
回
収
事
業
な
ど
の
促
進
に
努
め
る
と

と
も
に
、
焼
却
灰
な
ど
再
資
源
化
事
業
の
拡

充
を
進
め
ま
す
。

西
清
掃
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
ご
み
処
理
施
設

の
、
適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

タ
バ
コ
な
ど
の
ポ
イ
捨
て
禁
止
の
条
例
を

制
定
し
、地
域
の
環
境
美
化
を
推
進
し
ま
す
。

労
働
費

若
年
者
就
職
面
接
会
な
ど

若
年
者
の
不
安
定
就
労
や
退
職
期
を
迎
え

る
団
塊
の
世
代
へ
の
対
応
な
ど
の
問
題
に
対

し
、
国
・
県
・
近
隣
市
・
商
工
会
議
所
お
よ

び
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
と
連
携
を
図
り
、
若

年
者
就
職
面
接
会
の
開
催
や
資
格
取
得
講
座

の
充
実
、
就
労
支
援
の
た
め
の
事
業
に
積
極

的
に
取
り
組
み
ま
す
。

農
林
水
産
業
費

農
業
の
活
性
化
な
ど

優
良
農
地
を
保
全
し
、
農
業
生
産
基
盤
の

整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
後
継
者
の
育
成
・

確
保
、
農
業
経
営
へ
の
支
援
を
通
じ
て
、
農

産
物
の
安
定
供
給
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

環
境
に
配
慮
し
た
農
業
を
推
進
し
、
安

全
・
安
心
で
新
鮮
な
農
産
物
の
生
産
と
供
給

を
図
る
た
め
、
農
産
物
直
売
所
な
ど
を
通
し

一 般 会 計

歳出

民生費（32.0％）
280億4,447万1,000円

教育費（14.5％）
127億3,960万6,000円

衛生費（13.4％）
117億2,746万8,000円

総務費（11.0％）
96億6,455万7,000円

公債費（9.4％）
82億3,003万1,000円

土木費（8.8％）
76億8,797万8,000円

消防費（4.4％）
38億5,797万6,000円

その他（6.5％）
56億7,791万3,000円

876億3,000万円
（100％）



て
地
産
地
消
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
品
質

の
優
れ
た
米
作
り
を
推
進
し
ま
す
。

商
工
費

中
小
企
業
関
係
融
資
な
ど

中
小
企
業
者
を
対
象
と
す
る
事
業
資
金
融

資
制
度
に
つ
い
て
は
、
よ
り
い
っ
そ
う
の
充

実
を
図
り
、
事
業
経
営
の
安
定
化
に
寄
与
し

ま
す
。

企
業
間
の
連
携
や
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の

拡
大
を
促
進
す
る
た
め
、
行
政
が
仲
介
役
と

な
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
事
業
を
立
ち
上
げ
推

進
し
ま
す
。

企
業
や
大
学
な
ど
と
交
流
で
き
る
機
会
を

提
供
す
る
な
ど
、起
業
の
促
進
に
努
め
ま
す
。

商
工
業
振
興

商
店
街
の
環
境
整
備
を
は
じ
め
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
（
地
域
住
民
が
主
体
と

な
っ
て
、地
域
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
事
業
）

へ
の
支
援
や
、
販
売
促
進
の
共
同
事
業
な
ど

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
Ｔ
Ｍ
Ｏ
（
ま
ち
づ

く
り
機
関
）
と
の
連
携
強
化
に
努
め
ま
す
。

工
業
振
興
施
策
と
し
て
は
、
工
業
団
体
な

ど
と
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
工
業
団
地
の

拡
張
整
備
・
充
実
を
推
進
し
ま
す
。

観
光
行
政
の
推
進
な
ど

観
光
都
市
・
川
越
と
し
て
、
観
光
客
一
千

万
人
を
目
指
し
ま
す
。
既
存
の
観
光
事
業
を

推
進
す
る
ほ
か
、
花
の
散
歩
道
や
地
域
再
生

事
業
な
ど
に
よ
る
観
光
振
興
を
検
討
し
ま

す
。
ま
た
、
郊
外
型
駐
車
場
の
整
備
推
進
を

図
る
ほ
か
、
新
河
岸
川
観
光
舟
運
事
業
の
実

現
に
向
け
て
努
力
し
ま
す
。

昨
年
、
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
さ
れ
た
川
越
ま
つ
り
に
つ
い
て
も
、
い
っ

そ
う
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
す
。

土
木
費

幹
線
道
路
な
ど
の
整
備

道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
主
要
公
共
施
設

や
国
道
・
県
道
へ
の
接
続
道
路
で
あ
る
幹
線

市
道
の
整
備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
要
望
が
多
い
生
活
道
路
に
つ
い
て

は
、
計
画
的
に
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

橋
り
ょ
う
に
つ
い
て
は
、
一
級
河
川
不
老

川
の
河
川
改
修
に
伴
い
、
橋
り
ょ
う
架
け
替

え
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

街
路
事
業

川
越
駅
南
大
塚
線
・
三
田
城
下
橋
線
・
市

内
循
環
線
な
ど
の
街
路
整
備
を
積
極
的
に
推

進
し
ま
す
。
ま
た
、
中
心
市
街
地
の
歴
史
的

地
区
に
お
け
る
歴
史
的
地
区
環
境
整
備
街
路

の
整
備
を
行
い
ま
す
。

霞
ケ
関
駅
・
本
川
越
駅
周
辺
地
区
整
備
な
ど

霞
ケ
関
駅
北
口
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、

早
期
開
設
に
向
け
て
、
引
き
続
き
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

本
川
越
駅
周
辺
地
区
整
備
事
業
に
つ
い
て

は
、
駅
西
口
開
設
お
よ
び
駅
前
広
場
な
ど
の

確
保
を
図
る
な
ど
事
業
を
推
進
し
ま
す
。
中

央
通
り
地
域
の
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
事

業
実
現
に
向
け
て
推
進
し
ま
す
。

公
園
整
備

市
民
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
所
に
公
園
が
確

保
で
き
る
よ
う
、
計
画
的
な
整
備
を
進
め
ま

す
。
ま
た
、
新
清
掃
セ
ン
タ
ー
余
熱
利
用
施

設
を
含
む
鯨
井
公
園
な
ど
、
大
規
模
公
園
の

整
備
も
推
進
し
ま
す
。

５ 広報川越№1124 川越市役所・℡049－224－8811 http://www.city.kawagoe.saitama.jp/

平成18年度会計別当初予算

特
　
　
　
別
　
　
　
会
　
　
　
計

＊事業費には、地方債償還金を含みます。

都市計画税は、都市計画事業などに要する費用に使うための目的税で
す。この税金の使いみちとして、下記の事業を予定しています。

一般会計歳出予算の性質別構成比

都市計画税の使途

性質名 当初予算額（千円）構成比（％） 性質の説明
人件費 22,540,782 25.7 職員の給料などにかかる経費

扶助費 15,403,139 17.6
生活困窮者・障害者・高齢者・乳幼児な
どに対する給付や施設への入所措置など

物件費 13,516,783 15.4 物品の購入・光熱水費・管理委託など
繰出金 9,530,660 10.9 特別会計などに対する経費
投資的経費 8,518,361 9.7 建設事業などにかかる経費
公債費 8,229,935 9.4 借入金の返済
補助費等 6,051,079 6.9 各種事業に対する補助など
その他 3,839,261 4.4 貸付金・維持補修費・出資金・積立金・予備費
合　計 87,630,000 100.0

事業名 事業費(千円) うち一般財源(千円) 充当都市計画税(千円) 構成比(％)
新清掃センター等 1,040,804 958,304 800,223 31.3
公園 657,056 657,056 547,118 21.4
下水道 534,955 534,955 447,409 17.5
街路 1,147,605 522,305 434,626 17.0
土地区画整理 666,763 336,763 281,229 11.0
都市下水路 54,545 54,545 46,019 1.8
合　計 4,101,728 3,063,928 2,556,624 100.0

会計別 区　分 ＡＡＡ 平成18年度(千円) BBB 平成17年度(千円) ＡＡＡ/BBB(％)
一般会計……イイイ 87,630,000 87,320,000 100.4
国民健康保険 26,848,400 26,406,800 101.7
老人保健医療 20,379,535 20,460,379 99.6
休日急患・小児夜間 － 63,310 皆減
診療 390,000 － 皆増
介護保険 10,356,000 10,029,600 103.3
母子寡婦福祉資金貸付 87,200 96,450 90.4
競輪 3,051,000 3,069,000 99.4
川越駅東口公共地下駐車場 229,600 240,700 95.4
交通災害共済 65,276 68,500 95.3
農業集落排水 92,100 188,900 48.8
川越駅西口土地区画整理 191,500 372,600 51.4
水道 9,616,949 9,907,370 97.1
公共下水道 8,651,026 11,159,050 77.5
合計……ロロロ 79,958,586 82,062,659 97.4

総計（イイイ＋ロロロ） 167,588,586 169,382,659 98.9



消
防
費

災
害
対
策

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
災
害
備
蓄
庫
・
無
線
通
信
設
備
・
災
害

用
給
水
井
戸
な
ど
の
防
災
施
設
の
整
備
・
充

実
を
継
続
し
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
よ
る
自
主
防
災
組
織
の
結
成
を
積
極
的
に

促
進
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
の
協
働
で

効
率
的
な
防
災
活
動
が
行
え
る
よ
う
に
、
引

き
続
き
支
援
し
ま
す
。

川
越
市
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
行

い
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

教
育
費

小
中
学
校
施
設
整
備
な
ど

改
築
中
の
月
越
小
学
校
は
、
今
年
度
に
完

成
し
ま
す
。
小
中
学
校
の
施
設
整
備
に
つ
い

て
は
、
児
童
・
生
徒
の
安
全
確
保
に
努
め
な

が
ら
、
教
育
環
境
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

学
童
保
育
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
し
た
施

設
の
改
善
を
図
る
た
め
、
月
越
・
古
谷
・
高

階
の
各
学
童
保
育
室
の
改
築
を
進
め
ま
す
。

高
階
地
区
公
共
施
設
建
設

出
張
所
・
公
民
館
・
図
書
館
・
児
童
青
少

年
施
設
の
機
能
を
持
つ
複
合
施
設
と
し
て
、

建
設
に
着
手
し
ま
す
。

地
域
の
教
育
活
動
支
援
な
ど

家
庭
・
地
域
社
会
な
ど
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、「
川
越
市
中
学
生
社
会
体
験
事
業
」

を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
児
童
・

生
徒
の
感
性
・
社
会
性
・
自
律
心
を
は
ぐ
く

む
た
め
、「
子
ど
も
・
学
校
・
き
ら
め
き
体

験
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

す
く
す
く
子
ど
も
サ
ポ
ー
タ
ー
配
置
事
業

通
常
学
級
に
在
籍
す
る
障
害
の
あ
る
児

童
・
生
徒
を
支
援
す
る
た
め
、「
す
く
す
く

子
ど
も
サ
ポ
ー
タ
ー
配
置
事
業
」
を
実
施
し

ま
す
。

【
特
別
会
計
の
主
な
事
業
】

水
道
事
業

安
全
な
水
道
水
の
安
定
供
給
を
維
持
す
る

た
め
、
老
朽
化
し
た
中
福
受
水
場
お
よ
び
仙

波
浄
水
場
設
備
の
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

公
共
下
水
道
事
業

生
活
環
境
の
改
善
お
よ
び
公
共
用
水
域
の

水
質
保
全
を
図
る
た
め
、
汚
水
管
の
整
備
お

よ
び
合
流
式
下
水
道
の
改
善
を
行
い
ま
す
。

市
街
地
の
浸
水
防
除
に
向
け
た
雨
水
対
策

を
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
進
め

ま
す
。◎

　
　
　
◎
　
　
　
◎
　
　
　
◎

＊
「
平
成
18
年
度
予
算
の
概
要
」
で
は
、
完

成
前
の
施
設
・
制
定
前
の
条
例
に
付
く

（
仮
称
）
を
省
略
し
て
い
ま
す
。

＊
「
平
成
18
年
度
の
川
越
市
予
算
説
明
書
」

は
財
政
課
（
本
庁
舎
四
階
）
・
図
書
館
・

公
民
館
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

特
別
会
計
の
主
な
事
業

一般会計の主な事業と予算額
総務費 全般的な管理事務などに使われるお金

川越ナンバー関連事業 80万円
地域振興ふれあい拠点施設整備 4,243万8,000円
市税コンビニエンス・ストア収納（軽自動車税） 218万4,000円
防犯のまちづくり推進 3,239万1,000円
東部地域ふれあいセンター建設 4,871万5,000円
川越市ＤＶ防止対策ネットワーク会議設置 19万4,000円
民生費 福祉・年金・医療などに使われるお金

地域福祉活動支援 219万9,000円
精神障害者小規模生活支援センター運営支援 815万円
健康長寿奨励金支給 ２億61万7,000円
民間保育所補助等 ４億2,970万7,000円
衛生費 保健衛生、環境衛生、ごみ・し尿処理などに使われるお金

市域地球温暖化対策基礎調査 200万円　
住宅用太陽光発電システム設置費補助 2,800万円　
屋上緑化・壁面緑化補助金交付事業 200万円
アスベスト対策事業 ２億196万円
産業廃棄物不適正処理監視 958万円
新清掃センター建設 １億1,000万円
労働費 失業対策や労働者のための施策などに使われるお金

就労支援講座 30万円　
就労支援事業 244万円　
農林水産業費 農産物の生産振興や農地管理などに使われるお金

主穀作振興 2,887万1,000円　

アグリチャレンジャー支援事業 1,000万円　
商工費 商工業振興・観光事業などに使われるお金

商店街振興対策補助 4,300万円
工業団地拡張事業 500万円　
川越まつり協賛会補助 7,304万円
地域再生事業 46万7,000円
小江戸川越春まつり 3,250万円
新河岸川観光舟運 407万5,000円
土木費 道路・公園などの維持補修や整備などに使われるお金

広域幹線道路整備推進 502万8,000円　
本川越駅周辺地区整備 ４億440万円　
鯨井公園整備 1,313万円　
幹線道路（市道）整備 ３億50万円
生活道路（市道）改良 ６億100万円
歴史的地区環境整備街路 １億4,966万8,000円
ゆずりあい道路整備 5,000万円　
消防費 消防・防災などに使われるお金

防災施設設置管理 3,999万6,000円
自主防災組織活動補助 710万円　
教育費 小中学校の運営や生涯学習などに使われるお金

月越小学校改築等 ７億9,376万6,000円　
学童保育室運営管理 ４億1,056万5,000円　
高階地区公共施設建設 ４億8,495万6,000円　
スクールボランチ事業 1,203万円　
子ども・学校・きらめき体験事業 228万円
すくすく子どもサポーター配置事業 674万1,000円　

広報川越№1124 川越市役所・℡049－224－8811 http://www.city.kawagoe.saitama.jp/ ６



広
報
の
活
字
の
大
き
さ
に
つ

い
て
で
す
が
、
字
が
や
や

小
さ
い
の
で
、
新
聞
の
活
字
位

く
ら
い

に
し
て
く
れ
れ
ば
あ
り
が
た
い
で

す
。広

報
の
活
字
は
、
字
が
小
さ
く

一
通と

お

り
読
む
と
目
が
疲
れ
る
の

で
、
も
う
少
し
字
を
大
き
く
し
て

欲ほ

し
い
。

塚
田
喜
博
（
霞
ケ
関
北
五
丁
目
）

■
広
報
川
越
か
ら

今
回
の
広
報
か
ら
、
紙
面
を
全

面
的
に
見
直
し
ま
し
た
。
少
し
で

す
が
、
字
を
大
き
く
し
た
こ
と
に

お
気
づ
き
に
な
っ
た
で
し
ょ
う

か
？ふ

だ
ん
か
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
親
し
み
の
あ
る
紙
面
に
心
が
け

て
い
る
広
報
川
越
。
今
回
の
見
直

し
は
、
お
知
ら
せ
す
る
情
報
の
量

と
、
見
や
す
さ
を
両
立
さ
せ
る
た

め
に
行
い
ま
し
た
。

市
か
ら
の
お
知
ら
せ
だ
け
で
な

く
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
が
あ
っ

て
広
報
紙
は
よ
り
充
実
し
ま
す
。

今
後
も
、
広
報
川
越
に
た
く
さ
ん

の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◎
　
　
　
◎
　
　
　
◎

＊
ふ
り
が
な
は
、
広
聴
広
報
課
で

付
け
ま
し
た
。

こ
ん
ど
の
テ
ー
マ
は

「「
ナナ
ンン
ババ
ーー
」」

こ
と
し
十
月
か
ら
走
り
出
す
、
自
動
車
の
「
川
越
」
ナ
ン
バ
ー
に

ち
な
み
、「
ナ
ン
バ
ー
」
に
ま
つ
わ
る
話
を
募
集
し
ま
す
。
車
の
ナ

ン
バ
ー
を
決
め
る
と
き
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、こ
だ
わ
り
の
数
字
な
ど
、

ナ
ン
バ
ー
や
数
字
に
ま
つ
わ
る
話
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
（
百
五
十
字

程
度
）。
採
用
さ
れ
た
方
に
は
、
粗
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。
た
く
さ

ん
の
お
便
り
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

７ 広報川越№1124 川越市役所・℡049－224－8811 http://www.city.kawagoe.saitama.jp/

提案要旨（市民目安箱）
埼玉県警が廃止した交番を、市が再利用して地

元の防犯体制の拠点にし、警察などと連携して住
民の安全に有効活用できないでしょうか。
回答
近年、全国的に犯罪発生件数が増加傾向にあり、

市でも、安心・安全のまちづくりは重要な課題と
なっております。
昨年４月に「高

たか

階
しな

交番」「久保町交番」「岸町交
番」が廃止されました。それ以来、市では地元の
自治会と協議を進め、「防犯推進体制の整備・促
進強化地域」に指定し、防犯のまちづくりの施策
を推進しております。
３つの交番のうち、久保町交番（川越市自治会

連合会第５支会の小
こ

仙
せん

波
ば

町
まち

１丁目～５丁目）と岸
町交番（同第８支会の岸

きし

町
まち

１丁目～３丁目）につ
いては、建物が残っております。これを、地元の
防犯拠点となる地域自主防犯ステーションとし
て、再利用していくことにいたしました。
この地域自主防犯ステーションは、ことし10

月の開設を目指しております。今後、市と地元支
会・自治会・川越警察署が協議しながら、施設の
整備を推進してまいります。活動内容といたしま
しては、「地域自主防犯パトロール」「警察などか
ら提供を受けた各種情報の共有」「自治会を中心
に、商店会・ＰＴＡ・子ども会育成会・老人会な
どの防犯座談会の開催」「防犯活動用資機材の保
管・貸し出し」「防災拠点としての資機材の保管」
などを想定しております。
このことについては、市民活動支援課防犯推進

担当・℡内線2421にお尋ねください。

舟橋市長に提案 №129

廃止された交番を、防犯体制の
拠点として有効活用できませんか

あ
て
先
＝
〒
３
５
０-

８
６
０
１
川
越
市
役
所
広
聴
広
報
課
「
デ
ュ
エ
ッ
ト
係
」
▼
フ

ァ
ク
ス
＝
２
２
５-

２
８
９
５
▼
Ｅ
メ
ー
ル
＝in

fo
@
city.kaw

ag
o
e
.saitam

a.jp

＊
必
ず
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

＊
匿
名
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
希
望
の
場
合
は
、
そ
の
旨
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

Duet

デ
ュ
エ
ッ
ト

広
報
川
越
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を

紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
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計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り

市
民
と
協
働
で
定
め
た
、「
川

越
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
」
に
よ
り
、
事
業
を
推
進
し
て

き
ま
し
た
。

良
好
な
都
市
環
境
を
整
備
す
る

た
め
、
都
市
の
状
況
に
応
じ
た
土

地
利
用
の
誘
導
や
都
市
施
設
の
充

実
を
図
り
、
計
画
的
な
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

都
市
拠
点
の
整
備

川
越
の
玄
関
口
で
あ
る
、
川

越
・
本
川
越
・
川
越
市
の
各
駅
周

辺
は
、
商
業
を
は
じ
め
多
様
な
業

務
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
駅
前
広

場
の
整
備
や
本
川
越
・
川
越
市
駅

の
両
口
開
設
を
推
進
し
、
に
ぎ
わ

い
の
あ
る
地
区
と
し
て
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
歴
史
的
な
町
並
み
地
区

に
つ
い
て
は
、
歩
行
者
や
観
光
客

の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
道
路

整
備
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
生
活
拠
点
の
整
備

号
を
結
び
、
市
街
地
の
交
通
量
の

緩
和
が
期
待
さ
れ
る
「
川
越
北
環

状
線
」
は
、
実
施
主
体
で
あ
る
県

と
共
に
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

市
民
生
活
に
密
着
し
た
生
活
道

路
は
、
計
画
的
に
整
備
を
進
め
、

快
適
か
つ
安
全
な
生
活
環
境
の
形

成
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

交
通
円
滑
化
方
策
の
推
進

交
通
渋
滞
の
緩
和
と
、
歩
行
者

や
自
転
車
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
、
交
差
点
の
改
良
や
道
路
の
整

備
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
市
街
地
に
入
る
交
通
量

の
抑
制
や
適
切
な
交
通
規
制
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

公
共
交
通
機
関
の
充
実

平
成
八
年
に
運
行
を
開
始
し
た

「
川
越
シ
ャ
ト
ル
」
は
、
東
西
南

北
の
四
つ
の
コ
ー
ス
で
市
内
を
循

環
し
、
年
間
三
十
万
人
が
利
用
し

て
い
ま
す
。
今
後
は
、
路
線
や
運

行
本
数
な
ど
を
見
直
し
、
運
行
経

費
の
削
減
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

し
て
い
き
ま
す
。

水
辺
と
森
林
の
整
備

水
辺
や
自
然
と
触
れ
合
え
る
場

と
し
て
、
伊
佐
沼
周
辺
や
森
林
公

園
の
整
備
を
進
め
、
自
然
の
保
全

と
活
用
を
図
り
ま
す
。

公
園
の
整
備
と
充
実

憩
い
と
や
す
ら
ぎ
の
場
と
し

て
、
身
近
な
所
に
公
園
を
計
画
的

に
整
備
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

活
動
の
拠
点
と
な
る「（
仮
称
）
鯨

井
公
園
」
な
ど
の
大
規
模
な
公
園

の
整
備
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

快
適
な
住
宅
・
住
環
境
の
整
備

老
朽
化
の
進
む
市
営
住
宅
は
、

多
様
な
手
法
に
よ
り
建
て
替
え
を

進
め
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
や
障

害
の
あ
る
方
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
住
宅
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
…
政
策
企
画
課
政
策

担
当
・
℡
内
線
２
１
１
２

昭
和
四
十
年
代
以
降
の
急
激
な

人
口
増
加
と
と
も
に
、
市
内
で
開

発
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

地
域
生
活
の
拠
点
と
な
る
駅
周
辺

で
は
、
都
市
基
盤
整
備
が
十
分
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
霞
ケ
関

地
区
、
新
河
岸
・
南
古
谷
駅
周
辺

は
、
駅
前
広
場
の
整
備
な
ど
を
検

討
し
、
地
域
商
業
の
活
性
化
や
安

全
で
快
適
な
住
環
境
の
整
備
を
図

り
ま
す
。

景
観
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り

良
好
な
景
観
は
、
ま
ち
の
重
要

な
要
素
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
や

専
門
家
と
共
に
、
地
域
に
合
っ
た

都
市
景
観
デ
ザ
イ
ン
の
基
準
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
川
越
ら
し
い
特
色
の
あ

る
町
並
み
を
都
市
景
観
形
成
地
域

に
指
定
し
、
適
正
な
屋
外
広
告
物

の
掲
出
を
図
り
、
景
観
に
配
慮
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

道
路
交
通
体
系
の
整
備

国
道
２
５
４
号
お
よ
び
国
道
16

治
水
事
業
の
推
進

市
の
南
西
部
を
流
れ
、
不
老
川

と
合
流
す
る
久
保
川
は
、
集
中
豪

雨
な
ど
に
よ
り
、
浸
水
被
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
久

保
川
の
流
域
に
あ
る
狭さ

山や
ま

市
と
共

に
、
河
川
改
修
を
進
め
ま
す
。

道
路
の
舗
装
な
ど
で
浸
透
機
能

の
低
下
し
た
市
街
地
で
は
、
浸
水

防
止
の
た
め
、
雨
水
管
や
貯
留
施

設
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
雨
水

の
有
効
利
用
を
促
進
し
ま
す
。

水
道
水
の
安
定
供
給

安
全
な
水
道
水
を
安
定
し
て
供

給
す
る
た
め
、
浄
水
場
や
配
水
管

路
な
ど
の
施
設
設
備
を
計
画
的
に

進
め
て
い
き
ま
す
。

公
共
下
水
道
等
の
整
備

家
庭
な
ど
か
ら
の
生
活
排
水
を

地
域
に
応
じ
て
処
理
す
る
た
め
、

公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
の

整
備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
合
併

処
理
浄
化
槽
の
設
置
な
ど
も
支
援

第
三
次
川
越
市
総

第
三
次
川
越
市
総

第
三
次
川
越
市
総
合
計
画

ひ
と
、
ま
ち
、

ひ
と
、
ま
ち
、

ひ
と
、
ま
ち
、
未
来
、
み
ん
な
で
つ
く
る
　
い
き
い
き

い
き
い
き

い
き
い
き
川
越

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
第
三
次
川
越
市
総
合
計
画
が
、
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
回
は
、「
第
三
章
　
人
と
環
境
に
や
さ
し
い
、
快
適
な
基
盤
を
備
え
た
魅
力
あ
る
ま
ち-

都
市
基
盤
・
生
活

基
盤-

」
を
紹
介
し
ま
す
。

意
見
公
募
手
続
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
）
を
導
入

第
三
次
川
越
市
総
合
計
画
な
ど
で
も
実
施
し
た
、「
意
見
公
募
手て

続
つ
づ
き

（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
）」
を
四
月
一
日
か
ら
制
度
と

し
て
導
入
し
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
政
策
企
画
課
政
策
担
当
・
℡
内
線
２
１
１
３
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市内在住の洋画家・齋
さい

藤
とう

研
けん

の画業を振り返り、初期から現在に至る油彩、水彩・素描、立体作品を紹介

します。

展示される作品は、油彩29点、水彩・素描16点、立体２点です。人物・植物・昆虫・風景をテーマに、

繊細に表現された作品や、画面を分離する構成で、パターンを繰り返し画面に表現する方法を用いた作品

などを紹介します。

＊アポリアとは、ギリシャ語で解決不能の難問という意味。

休館日…月曜日（５月１日席を除く）・４月28日昔・５月26日昔

観覧料…一般＝500円（400円）$大学生・高校生＝350円（280円）$中学生以下・障害者手帳持参の

方＝無料

＊（ ）内は20人以上の団体料金。

＊ 特別展の観覧料で常設展示も観覧できます。

関連事業
●アーティストトーク
講師…齋藤研　日時…５月６日析、午後２時～３時30分　経費…観覧料　申し込み…当日直接会場

●ギャラリートーク（学芸員による展示解説）
日時…４月29日積・５月20日析・６月10日析（６月10日は手話通訳あり）、午後１時30分～　経費…観

覧料　申し込み…当日直接会場

●ミュージアムコンサート
出演…ソプラノ歌手・伊

い

藤
とう

ちゑ
え

日時…４月30日隻、午後３時～４時　定員…先着80人　経費…無料

申し込み…４月12日戚、午前９時から電話またはファクスで市立美術館

●デッサン集中講座
講師…齋藤研　日時…５月５日積～７日隻、午前10時～午後０時30分　定員…15人（抽せん） 費用…

500円程度　申し込み…往復ハガキに郵便番号・住所・氏名・年齢・電話番号を記入し、４月21日昔

（必着）までに〒350－0053郭町２丁目30－１・市立美術館

川越の美術家たち

齋藤研の軌跡展
－アポリアへの挑戦－
４月22日析～６月18日隻
午前９時～午後５時（入場は午後４時30分まで）
市立美術館　℡228－8080・FAX228－7870

アポリア

断片的なエピソード 別離
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家屋の評価
基準となる建築資材などは値下が

りした物が多く、これに減価率を乗

じて評価します。したがって、大半

の家屋は評価が下がります。

評価替えの仕組み
家屋の評価額は、固定資産評価基

準により、再建築価格に対して経年

減点補正率を乗じて算出します。

再建築価格は、評価の対象となっ

た家屋と同一のものを評価替えの時

点において、その場所に新築する場

家屋課税のモデルケース
平成16年建築の木造専用住宅の場合
（床面積100㎡、新築後３年間の軽減措置適用）

平成17年度の固定資産税（同15年度基準）
建築時の１㎡当たりの再建築費評点数…83,000点

×
減価率…80％

（経年減点補正率、構造・種類によって異なります）
×

再建築費評点数１点当たりの価格…0.99円
×

床面積…100㎡

平成17年度評価額…6,573,600円Ａ○

軽減税額（Ａ×1.4％×50％）＝46,015円Ｂ○

平成17年度の課税標準額＝6,573,000円Ｃ○

平成17年度固定資産税額（Ｃ○×1.4％－Ｂ○）＝46,000円①

評価替えによる平成18年度固定資産税
建築時の1㎡当たりの再建築費評点数…83,000点

×
再建築費評点補正率…98％（建築物価変動率）

×
減価率…75％

×
再建築費評点数１点当たりの価格…0.99円

×
床面積…100㎡

平成18年度評価額…6,039,400円Ｄ○

軽減税額（Ｄ○×1.4％×50％）＝42,275円Ｅ○

平成18年度の課税標準額＝6,039,400円Ｆ○

平成18年度固定資産税額（Ｆ○×1.4％－Ｅ○）＝42,200円②

前年に比べ、3,800円（①－②）の減少。

＊評価額算出までにある、計算途中の１円未満の額は切り捨てま

す。

＊実際の税額算出では、課税標準額は1,000円未満を切り捨てた

額、固定資産税額は100円未満を切り捨てた額になります。

＊市街化区域内の家屋については、都市計画税が課税されます
（税率＝0.2％）。

合に必要とされる建築費のことで

す。一般にいわれる家屋の取得価格、

建築坪単価などとは異なり、再建築

費評点基準表によって求められる家

屋を、新築したときの再建築費評点

数に物価の変動率を乗じて算出しま

す。

経年減点補正率は、家屋の建築後

の年数経過によって生じる損耗によ

る減価などを表したものです。

問い合わせ…資産税課家屋係・℡内
線2368

正（下落修正措置）を行います。

税負担の仕組み
土地の固定資産税は、課税標準額

に税率（1.4％）を乗じて算出しま

す。評価額課税となっていない土地

については、今年度からその新評価

額に対する前年度課税標準額の割合

に応じた新たな調整措置が適用され

ます。

問い合わせ…資産税課土地係・℡内
線2365

土地課税のモデルケース
200㎡の小規模住宅用地（１筆）の場合
平成17年度課税標準額…2,800,000円

平成18年度評価額…24,000,000円

平成18年度特例後評価額…4,000,000円

＊小規模住宅用地の特例を適用（評価額に１／

６を乗じる）

●上記の場合の固定資産税の求め方
①負担水準の算出
平成17年度課税標準額　　
（2,800,000円） 負担水準

平成18年度特例後評価額
×100＝

（70％）
（4,000,000円）

②負担水準に応じた調整措置の適用
負担水準が70％なので小規模住宅用地80％

未満の調整措置が適用されます（図Ｂ参照）。

平成17年度課税標準額…2,800,000円
＋

平成18年度特例後評価額…4,000,000円
×
５％

平成18年度課税標準額…3,000,000円
③平成18年度の税額算出
平成18年度課税標準額…3,000,000円

×
税率…1.4％

平成18年度固定資産税…42,000円

＊平成18年度の評価額が前年度に比べ、下落

もしくは据え置きとなっていても負担水準が

80％未満の土地については、税負担が緩やか

に上昇します。

＊実際の税額算出では、名寄せの合計課税標準

額の1,000円未満を切り捨てた後に税率を乗じ

た額の100円未満を切り捨てて算出していま

す。

＊市街化区域内の土地については、都市計画
税が課税されます（税率＝0.2％）

=
= =

=
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固固固固定定定定資資資資産産産産税税税税
平平平平成成成成11118888年年年年度度度度評評評評価価価価替替替替ええええ
固定資産税は、毎年１月１日（賦課期日）に土地・家屋・償却資産

（総称して固定資産）を所有している方が、それぞれの評価額を基に算

定された税額を納める税金です。土地と家屋については、原則として３

年に一度の基準年度ごとに評価の見直し（評価替え）を行っています。

平成18年度は、この基準年度に当たります。

＊詳しくは、資産税課（本庁舎２階）・出張所で配布している「固定資
産税のしおり」をご覧ください。

土地の評価替えについて
土地の評価替えについては、地価

公示価格や不動産鑑定士の鑑定評価

などに基づき、評価額を決定してい

ます。また、市内全域でバランスの

取れたきめ細かい評価ができるよう

に、基準年度ごとに「その他の宅地

評価法（標準地比準方式）」から

「市街地宅地評価法（路線価方式）」

への移行を進めています（今年度は、

芳野・古谷・南古谷・山田地区の一

部）。市内の宅地価格の傾向として

は、全体的に下落は続いているもの

の、市内中心部では下げ止まりとな

る地域も現れています。

一方、税負担については、依然と

して地域や土地によって評価額と課

税標準額との格差が残っています。

本来の姿といえる評価額課税（評価

額＝課税標準額）となっていないこ

とから、負担水準（新評価に対する

前年の課税標準額の割合）の不均衡

を是正し、課税の公平性をいっそう

促進するため、固定資産税の計算方

法の簡素化も含めた新たな調整措置

が導入されます。

なお、土地の評価額は３年間据え

置くことが原則ですが、平成19年

度、同20年度において引き続き地

価の下落があり、評価額を据え置く

ことが適当でないときは評価額の修

図Ａ．商業地などの土地（住宅用地以外の宅地など）
①負担水準の割合が70％以上…課税標準額を評価額の70％に引き下げ

②負担水準の割合が60％以上70％未満…前年度の課税標準額に据え置き

③負担水準の割合が60％未満…調整措置（前年度課税標準額に新評価額の５％

を加算したものが今年度の課税標準額）により、税負担はなだらかに上昇

＊ただし、③で計算した結果の課税標準額が新評価額の60％を超える場合は

60％に据え置かれます。また、新評価額の20％に満たない場合は、20％に引き

上げられます。

図Ｂ．住宅用地
①負担水準の割合が100％以上…課税標準額を100％（住宅用地の特例適用後

の評価額）まで引き下げ

②負担水準の割合が80％以上100％未満…前年度の課税標準額に据え置き

③負担水準の割合が80％未満…調整措置（前年度課税標準額に住宅用地特例を

適用した新評価額の５％を加算したものが今年度の課税標準額）により、税負

担はなだらかに上昇

＊ただし、③で計算した結果の課税標準額が新評価額（住宅用地の特例適用後）

の80％を超える場合は、80％に据え置かれます。また、新評価額（住宅用地の

特例適用後）の20％に満たない場合は、20％に引き上げられます。

＊住宅用地の特例は、住宅１戸につき200㎡までは、小規模住宅用地の特例とし

て１／６を、200㎡を超える分については、一般住宅用地の特例として１／３を

評価額に乗じて課税計算を行う特例です。

＊市街化区域農地も同様の計算（市街化区域農地の特例は１／３）となります。

＊都市計画税についても、固定資産税と同様の調整措置が行われます。

＊負担水準の計算方法

負担水準＝　
平成17年度課税標準額　

×100
平成18年度評価額
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前年度課税標準額に据え置き前年度課税標準額に据え置き前年度課税標準額に据え置き
課税標準額

前年度課税標準額

新評価額

0.05

＝

＋

×

課税標準額

前年度課税標準額

新評価額

１／６

0.05

前年度課税標準額に据え置き

＝

＋

×

×

課税標準額

前年度課税標準額

新評価額

１／３

0.05

＝

＋

×

×

前年度課税標準額に据え置き

負
担
水
準

負
担
水
準

負
担
水
準

図Ａ（商業地などの宅地）

図Ｂ（小規模住宅用地）

図Ｂ（一般住宅用地）

＊
負
担
水
準
算
出
時
は
、
新
評
価
額
に

住
宅
用
地
特
例
率
六
分
の
一
を
乗
じ
る

＊
負
担
水
準
算
出
時
は
、
新
評
価
額
に

住
宅
用
地
特
例
率
三
分
の
一
を
乗
じ
る

（％）

（％）

（％）

税負担引き下げ
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の
65
歳
以
上
で
、
次
の
要
件
を

満
た
し
て
い
る
方

①
65
歳
以
上
で
構
成
さ
れ
て
い
る

世
帯
に
属
し
て
い
る

②
老
衰
・
心
身
の
障
害
・
傷
病
に

よ
り
、
自
分
で
調
理
す
る
こ
と

が
困
難

費
用
…
一
食
当
た
り
三
百
円

＊
居
住
地
に
よ
り
業
者
が
異
な
り

ま
す
。

＊
利
用
の
際
、
訪
問
調
査
を
行
い

ま
す
。

●
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス

市
内
の
理
容
師
や
美
容
師
が
在

宅
高
齢
者
の
自
宅
を
訪
問
し
、
調

髪
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま

す
。

対
象
…
市
内
に
住
所
が
あ
る
在
宅

の
65
歳
以
上
で
、
高
齢
に
よ
る

身
体
機
能
の
低
下
や
病
気
な
ど

に
よ
り
、
理
容
店
や
美
容
院
へ

行
く
こ
と
が
困
難
な
方
（
要
支

援
ま
た
は
要
介
護
１
〜
要
介
護

５
の
認
定
者
）

費
用
…
一
回
当
た
り
二
千
円
（
調

髪
ま
た
は
カ
ッ
ト
の
み
の
場

合
）

●
日
常
生
活
用
具
給
付
等

日
常
生
活
用
具
を
給
付
・
貸
与

し
ま
す
。

給
付
（
自
動
消
火
器
・
火
災
警
報

器
・
電
磁
調
理
器
）

対
象
…
自
動
消
火
器
・
火
災
警
報

器
＝
市
内
に
住
所
が
あ
る
65
歳

以
上
で
、
在
宅
の
要
介
護
高
齢

者
（
要
介
護
１
〜
要
介
護
５
の

認
定
者
）
お
よ
び
一
人
暮
ら
し

の
方
▼
電
磁
調
理
器
＝
市
内
に

住
所
が
あ
る
65
歳
以
上
で
在
宅

の
一
人
暮
ら
し
の
方

費
用
…
生
計
中
心
者
の
所
得
状
況

に
よ
り
自
己
負
担
あ
り

貸
与
（
電
話
）

対
象
…
市
内
に
住
所
が
あ
る
所
得

税
非
課
税
の
65
歳
以
上
の
一
人

暮
ら
し
の
方

必
要
書
類
…
生
計
中
心
者
の
所
得

税
額
を
確
認
で
き
る
書
類
（
源

泉
徴
収
票
ま
た
は
確
定
申
告
書

の
写
し
）

＊
電
話
の
場
合
、
基
本
使
用
料
の

み
市
が
負
担
し
ま
す
。

●
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

緊
急
事
態
発
生
時
に
消
防
局
へ

方
（
貸
し
お
む
つ
事
業
と
の
併

用
不
可
）

費
用
…
無
料

＊
申
請
を
受
理
し
た
翌
月
か
ら
支

給
。

●
貸
し
お
む
つ

一
日
に
つ
き
、
さ
ら
し
の
場
合

は
二
十
四
枚
、
ド
ビ
ー
織
り
の
場

合
は
十
二
枚
ま
で
、
布
お
む
つ
を

貸
与
し
ま
す
。

対
象
…
市
内
に
住
所
が
あ
る
65
歳

以
上
の
在
宅
の
要
介
護
高
齢
者

（
要
介
護
１
〜
要
介
護
５
の
認

定
者
）
で
、
失
禁
の
状
態
に
あ

り
、
排
せ
つ
の
介
助
が
必
要
な

方
（
紙
お
む
つ
給
付
事
業
と
の

併
用
不
可
）

費
用
…
無
料

＊
申
請
を
受
理
し
た
翌
月
か
ら
支

給
。

●
配
食
サ
ー
ビ
ス
（
食
の
自
立
支

援
事
業
）

一
日
一
食
（
昼
ま
た
は
夕
）、

週
四
食
ま
で
、
調
理
さ
れ
た
食
事

を
自
宅
に
届
け
る
と
と
も
に
、
安

否
を
確
認
し
ま
す
。

対
象
…
市
内
に
住
所
が
あ
る
在
宅

利
用
回
数
…
年
度
内
四
回
（
申
請

月
に
よ
り
回
数
が
異
な
り
ま
す
）

●
家
族
介
護
慰
労
金

要
介
護
４
ま
た
は
要
介
護
５
の

認
定
を
受
け
て
い
る
介
護
保
険
被

保
険
者
を
、
現
在
主
と
し
て
在
宅

で
介
護
し
て
い
る
家
族
に
慰
労
金

を
支
給
し
ま
す
。

対
象
…
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た

し
て
い
る
家
族

①
要
介
護
４
ま
た
は
要
介
護
５
と

認
定
さ
れ
た
有
効
期
間
に
お
い

て
、
継
続
し
て
一
年
間
、
介
護

保
険
の
サ
ー
ビ
ス
（
年
通
算
七

日
以
内
の
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
を
除
く
）
お
よ
び
老
人

保
健
法
に
定
め
る
訪
問
看
護
を

利
用
し
て
い
な
い
（
た
だ
し
、

連
続
三
か
月
を
超
え
る
長
期
入

院
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
入
院

前
後
の
在
宅
期
間
を
合
わ
せ
て

一
年
間
と
す
る
）

②
要
介
護
高
齢
者
お
よ
び
家
族
の

い
ず
れ
も
市
民
税
が
非
課
税

支
給
額
…
年
間
十
万
円

＊
要
介
護
高
齢
者
等
手
当
と
重
複

利
用
可
。

●
要
介
護
高
齢
者
等
手
当
支
給

要
介
護
高
齢
者
と
、
そ
の
介
護

者
に
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
…
市
内
に
住
所
が
あ
る
65
歳

以
上
の
要
介
護
高
齢
者
（
要
介

護
３
〜
要
介
護
５
の
認
定
者
。

た
だ
し
、
介
護
保
険
施
設
な
ど

に
入
所
し
て
い
る
場
合
を
除

く
）
と
そ
の
介
護
者
（
現
在
、

実
際
に
要
介
護
高
齢
者
を
毎
日

介
護
し
て
い
る
）

＊
入
院
し
て
い
る
場
合
は
、
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

支
給
額
…
要
介
護
高
齢
者
＝
月
額

六
千
円
▼
介
護
者
＝
月
額
六
千

五
百
円

必
要
書
類
…
要
介
護
高
齢
者
と
介

護
者
の
預
金
口
座
（
郵
便
局
を

除
く
）
が
わ
か
る
物

●
紙
お
む
つ
給
付

月
額
五
千
円
の
範
囲
内
で
紙
お

む
つ
を
給
付
し
ま
す
。

対
象
…
市
内
に
住
所
が
あ
る
65
歳

以
上
の
在
宅
の
要
介
護
高
齢
者

（
要
介
護
１
〜
要
介
護
５
の
認

定
者
）
で
、
失
禁
の
状
態
に
あ

り
、
排
せ
つ
の
介
助
が
必
要
な

高
齢
者
の
た
め
の
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス

問
い
合
わ
せ
…
高
齢
者
い
き
が
い
課
高
齢
者
い
き
が
い
担
当
・
℡
内
線
２
５
５
１



通
報
で
き
る
装
置
を
貸
与
し
ま

す
。

対
象
…
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
一

人
暮
ら
し
（
日
中
な
ど
、
お
お

む
ね
８
時
間
以
上
一
人
暮
ら
し

と
な
る
方
を
含
む
）
で
、
慢
性

疾
患
に
よ
り
常
時
注
意
を
要

し
、
使
用
で
き
る
電
話
が
あ
る

方
費
用
…
設
置
工
事
料
は
無
料
（
た

だ
し
、
日
中
な
ど
一
人
暮
ら
し

と
な
る
世
帯
の
生
計
中
心
者
の

前
年
分
所
得
税
が
課
税
の
場
合

は
、
一
部
自
己
負
担
。
ま
た
、

電
話
回
線
の
基
本
料
金
・
通
話

料
金
は
自
己
負
担
）

＊
申
請
を
受
理
し
た
翌
月
末
に
設

置
し
ま
す
。

●
生
き
が
い
活
動
支
援
通
所

施
設
へ
の
通
所
に
よ
り
、
創

作
・
趣
味
活
動
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
、
生
き
が
い
活
動
を
支

援
す
る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
ま
す
（
送
迎
・
給
食
あ
り
、
入

浴
な
し
）。

対
象
…
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
介

護
保
険
の
対
象
と
な
ら
な
い
65

歳
以
上
で
、
家
に
閉
じ
こ
も
り

が
ち
な
方

費
用
…
一
日
六
百
円

利
用
回
数
…
週
一
回

利
用
施
設
…
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
・
オ
ア
シ
ス
▼
霞
ケ
関
東
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
▼
西
後

楽
会
館
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
＊
住
ん
で
い
る
地
域
に
よ
り
、
利

用
施
設
を
決
定
し
ま
す
。

●
生
活
管
理
指
導
員
等
派
遣

生
活
管
理
指
導
員
な
ど
を
派
遣

し
、
支
援
・
指
導
を
行
い
ま
す
。

対
象
…
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
介

護
保
険
の
対
象
と
な
ら
な
い
65

歳
以
上
で
、
日
常
生
活
を
営
む

こ
と
が
困
難
な
方

費
用
…
所
得
税
額
に
よ
り
異
な
る

利
用
回
数
…
週
一
回
一
時
間
以
内

●
生
活
管
理
指
導
短
期
宿
泊

施
設
へ
の
短
期
宿
泊
に
よ
る
日

常
生
活
の
支
援
・
指
導
を
行
い
ま

す
。

対
象
…
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
介

護
保
険
の
対
象
と
な
ら
な
い
65

歳
以
上
で
、
基
本
的
な
生
活
習

慣
が
欠
如
し
て
い
る
方

費
用
…
一
日
千
七
百
三
十
円

利
用
回
数
…
年
度
内
七
日

利
用
施
設
…
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・

や
ま
ぶ
き
荘

●
寝
具
丸
洗
い

年
一
回
寝
具
の
丸
洗
い
（
年
末

ご
ろ
実
施
）
を
行
い
ま
す
。

対
象
…
市
内
に
住
所
が
あ
る
65
歳

以
上
で
在
宅
の
要
介
護
高
齢
者

等
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
お

よ
び
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
う

ち
、
前
年
分
所
得
税
が
非
課
税

世
帯
の
方

費
用
…
無
料

＊
毎
年
11
月
10
日
発
行
の
広
報
川

越
に
申
請
方
法
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。

●
寝
具
乾
燥

年
度
内
十
回
ま
で
の
定
期
的
な

寝
具
の
乾
燥
を
行
い
ま
す
。

対
象
…
市
内
に
住
所
が
あ
る
65
歳

以
上
で
在
宅
の
要
介
護
高
齢
者

等
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
の

う
ち
、
前
年
分
所
得
税
が
非
課

税
世
帯
の
方

費
用
…
無
料

●
託
老

養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
や
ま
ぶ
き

荘
で
、
食
事
サ
ー
ビ
ス
・
生
活
指

導
な
ど
を
週
五
日（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
な
ど
を
除
く
）
ま
で
利
用
で

き
ま
す
。

対
象
…
市
内
に
住
所
が
あ
る
65
歳

以
上
（
要
支
援
・
要
介
護
１
の

認
定
者
）
で
、
家
族
が
労
働
ま

た
は
疾
病
な
ど
の
理
由
に
よ
り

在
宅
で
の
日
中
の
養
護
が
困
難

な
方
（
た
だ
し
、
週
三
日
以
上

利
用
し
、
家
族
に
よ
る
送
迎
が

で
き
る
こ
と
）

費
用
…
一
日
千
円

●
徘は

い

徊か
い

高
齢
者
家
族
支
援
サ
ー
ビ

ス「
徘
徊
探
知
シ
ス
テ
ム
」
の
利

用
に
係
る
経
費
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

対
象
…
市
内
に
住
所
が
あ
る
65
歳

以
上
の
徘
徊
高
齢
者
を
居
宅
で

介
護
し
て
い
る
家
族

種
類
…
Ｐ
Ｈ
Ｓ
方
式
▼
Ｇ
Ｐ
Ｓ
方

式
助
成
額
…
申
込
料
＝
全
額
▼
機
器

の
月
額
使
用
料
＝
二
分
の
一

（
限
度
額
二
千
円
）
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高校野球春季大会
期間中の交通規制
のお知らせ
大会期間中は、球場周辺の

混雑が予想されるため、交通

規制が行われます。規制区域

は下図のとおりです。なお、

大会期間中は市民グランドが

臨時駐車場となります。

問い合わせ…公園管理事務
所・℡222－1301$試合
結果について＝初雁球場・
℡222－4908

高校野球春季大会
４月25日惜～28日昔

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

平
成
十
八
年
度
分
の
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
交
付
し
て
い
ま

す
。
身
体
障
害
者
手
帳
一
級
・
二
級
ま
た
は
療
育
手
帳
○Ａ
・
Ａ
の

交
付
を
受
け
て
い
る
在
宅
の
方
は
、
手
帳
と
印
鑑
を
持
っ
て
障
害

者
福
祉
課
（
本
庁
舎
一
階
）
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
障
害
者
福
祉
課
福
祉
サ
ー
ビ
ス
係
・
℡
内
線
２
５

４
８

交
通
規
制
＝
午
前
八
時
〜
午
後
五
時



平成18年度予算を語る
厳しい社会情勢の中、財源を重点的かつ効率

的に配分した内容の新年度予算について、舟橋

市長が説明します。

テレビ埼玉（38ch）
４月15日析・29日積

午前９時30分～９時40分

４月16日隻・30日隻

午前10時15分～10時25分

＊変更になることがあります。あらかじめご了

承ください。

問い合わせ…広聴広報課広報担当・℡内線
2123

ＴＶ「わが街川越」
番組ガイド
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平
成
18
年
度
難
病
患
者

見
舞
金
の
申
請
を
受
け

付
け
て
い
ま
す

難
病
患
者
の
方
に
、
年
額
三
万

六
千
円
の
見
舞
金
を
支
給
し
ま

す
。
平
成
十
八
年
度
（
四
月
〜
来

年
三
月
分
）
の
申
請
は
、
五
月
三

十
一
日
戚
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

障
害
者
福
祉
課
（
本
庁
舎
一
階
）

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
…
市
内
に
一
年
以
上
居
住

し
、
同
見
舞
金
の
申
請
時
に
有

効
期
限
内
の
特
定
疾
患
医
療
受

給
者
証
・
指
定
疾
患
医
療
受
給

者
証
・
川
越
市
小
児
慢
性
特
定

疾
患
医
療
受
診
券
の
交
付
を
受

け
て
い
る
方
、
難
病
に
係
る
生

活
保
護
の
医
療
扶
助
を
受
け
て

い
る
方

持
ち
物
…
各
医
療
受
給
者
証
、
印

鑑
、
本
人
名
義
の
銀
行
・
信
用

金
庫
・
農
協
の
預
金
通
帳
（
郵

便
局
は
取
り
扱
い
で
き
ま
せ
ん
）

問
い
合
わ
せ
…
障
害
者
福
祉
課
管

理
係
・
℡
内
線
２
５
４
２

組
織
改
正
の
お
知
ら
せ

市
役
所
の
組
織
は
、
新
規
事
業

や
制
度
改
正
に
対
応
し
、
簡
素
で

効
率
的
な
体
制
と
す
る
た
め
、
常

に
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
十
八
年
度
は
次
の
と
お
り

改
正
を
行
い
ま
し
た
。

課
の
変
更

●
収
納
課
の
名
称
を
収
税
課
に
変
更

収
納
課
の
名
称
を
、「
収
税
課
」

に
変
更
し
ま
し
た
。
ま
た
、
従
前

の
三
つ
の
係
を「
収
税
管
理
担
当
」

「
滞
納
整
理
担
当
」
に
再
編
し
て
、

柔
軟
な
組
織
体
制
と
し
ま
し
た
。

●
学
校
給
食
課
を
新
設
（
菅
間
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
内
）

市
内
に
四
か
所
あ
る
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
の
統
括
機
能
を
強
化
す

る
た
め
、
学
校
給
食
課
を
新
設
し

ま
し
た
。

●
川
越
市
立
診
療
所
を
保
健
福
祉

部
に
位
置
付
け

国
民
健
康
保
険
川
越
市
立
診
療

所
と
川
越
市
休
日
急
患
・
小
児
夜

間
診
療
所
が
統
合
し
て
四
月
一
日

に
ス
タ
ー
ト
し
た
、
川
越
市
立
診

療
所
を
、
保
健
福
祉
部
に
位
置
付

け
ま
し
た
。

係
の
変
更

■
障
害
者
福
祉
課
の
二
つ
の
係
を

「
管
理
係
」「
自
立
支
援
給
付
係
」

「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
係
」
に
再
編
し
、

障
害
者
自
立
支
援
法
に
対
応
し
た

組
織
と
し
ま
し
た

■
高
齢
者
い
き
が
い
課
の
二
つ
の

係
を
統
合
し
て
「
高
齢
者
い
き
が

い
担
当
」
と
し
、
柔
軟
な
組
織
体

制
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
内
六

か
所
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
統
括
す
る
た
め
、「
地
域
包
括

担
当
」
を
新
設
し
ま
し
た

■
環
境
政
策
課
の
「
節
電
・
環
境

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
担
当
」
を
「
地
球

温
暖
化
対
策
担
当
」に
発
展
さ
せ
、

環
境
先
進
都
市
と
し
て
、
地
球
温

暖
化
対
策
に
積
極
的
に
取
り
組
む

体
制
と
し
ま
し
た

■
し
尿
の
搬
入
量
の
減
少
な
ど
に

伴
い
、
滝
ノ
下
終
末
処
理
施
設

（
環
境
業
務
課
）
を
廃
止
し
ま
し

た
。
今
後
の
し
尿
処
理
は
、
環
境

衛
生
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す

■
下
水
維
持
課
の
「
維
持
管
理
担

当
」
を
「
管
路
施
設
担
当
」
に
変

更
し
ま
し
た
。
ま
た
、
下
水
処
理

施
設
で
あ
る
滝
ノ
下
終
末
処
理
場

を
県
に
移
管
し
た
た
め
、「
水
処

理
セ
ン
タ
ー
」
を
廃
止
し
、「
ポ

ン
プ
場
施
設
担
当
」
を
新
設
し
ま

し
た

問
い
合
わ
せ
…
行
政
管
理
課
行
政

管
理
担
当
・
℡
内
線
２
１
５
２

児童手当制度が改正
されました
支給対象年齢が小学校修了前

までに拡大されたほか、所得制

限限度額が緩和されました。

新たに児童手当を受けようと

する場合、申請が必要です。

該当年齢の児童（４月１日現

在、市内に住民登録がある児童

に限る）の保護者へは、個別に

通知します。

詳しくは、広報川越・市ホー

ムページでお知らせします。

問い合わせ…こども家庭課児童
福祉係・℡内線2588

収録の様子収録の様子収録の様子
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高
速
バ
ス
の
お
知
ら
せ

市
で
は
、川
越
と
各
地
を
結
ぶ
、

広
域
交
通
網
の
充
実
を
図
っ
て
い

ま
す
。

そ
の
中
で
四
月
二
十
一
日
昔
、

関
越
自
動
車
道
「
川
越
的
場
」
バ

ス
停
か
ら
「
新
潟
」「
上

じ
ょ
う

越え
つ

」
行

き
の
高
速
バ
ス
に
乗
車
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、「
富
山
」「
上う

え

田だ

」「
佐さ

久く

」「
軽か

る

井い

沢ざ
わ

」
行
き
の
高
速
バ

ス
が
増
便
さ
れ
ま
す
。

高
速
バ
ス
に
乗
車
す
る
際
は
、

予
約
が
必
要
で
す
。
予
約
方
法
・

運
賃
・
時
刻
な
ど
、
詳
し
く
は
、

西
武
バ
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

西
武
バ
ス
座
席
セ
ン
タ
ー
（
℡
０

３-

５
９
１
０-

２
５
２
５
）
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

こ
の
ほ
か
、「
長
野
」「
氷ひ

見み

」

行
き
の
高
速
バ
ス
も
運
行
さ
れ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。「

川
越
的
場
」
バ
ス
停
へ
は
、

的
場
駅
（
徒
歩
約
十
分
）
ま
た
は
、

西
武
バ
ス
・
東
武
バ
ス
ウ
エ
ス
ト

の
「
的
場
一
丁
目
」
バ
ス
停
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

西
武
バ
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
＝

http://www.seibu-group.co.jp/bus/

問
い
合
わ
せ
…
総
合
交
通
政
策
課

都
市
交
通
政
策
担
当
・
℡
内
線

３
２
６
１

平
成
17
年
度
包
括
外
部

監
査
結
果
報
告
書
が
提

出
さ
れ
ま
し
た

包
括
外
部
監
査
は
、
中
核
市
な

ど
に
実
施
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
市
の
組
織
に
属
さ
な
い
専

門
家
（
弁
護
士
・
公
認
会
計
士
・

税
理
士
な
ど
）
が
、
市
の
財
務
事

務
・
市
が
財
政
的
援
助
を
行
っ
て

い
る
団
体
な
ど
の
中
か
ら
特
定
の

テ
ー
マ
を
選
定
し
、
監
査
を
実
施

す
る
も
の
で
す
。

市
で
は
、
昨
年
四
月
一
日
、
公

認
会
計
士
と
包
括
外
部
監
査
契
約

を
結
び
、
こ
の
契
約
に
基
づ
き
報

告
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
書
は
、
情
報
公
開
窓
口

（
東
庁
舎
一
階
）
・
図
書
館
・
公

民
館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
平
成
十
七
年
度
に
お
け
る
特
定

の
テ
ー
マ

保
育
事
業
、
学
校
給
食
事
業
、
川

越
市
立
川
越
高
等
学
校
等
の
財
務

事
務
の
執
行
に
つ
い
て

問
い
合
わ
せ
…
監
査
委
員
事
務

局
・
℡
内
線
３
７
３
２

布類拠点回収（前期）を実施します
布類拠点回収を、下記のとおり実施します。

居住する地区以外の回収場所でも出すことができます。透明または半透明袋（段ボール・紙袋などは不

可）に入れ、回収場所に出してください。なお、できる限り、地域の集団回収を優先してください。

回収できる物…衣類・下着類・毛布・シーツ・タオル

＊汚れている場合は、洗濯をお願いします。ボタン・ファスナーなどは付けたまま出してください。

回収できない物…布団・靴下・作業服・カーテン・じゅうたん・ぬいぐるみ・汚れている物など

回収時間…午前９時～正午（正午以降は回収できません）

回収日と回収場所
５月７日隻…市役所本庁舎$県営久下戸住宅集会所$中台２丁目集会所（今

いま

福
ふく

）$名
な

細
ぐわし

中学校（出張所

入り口側）$職業センター$的場中組字町公民館$リバーサイド壱
いち

番街集会所（伊
い

勢
せ

原
はら

町
ちょう

５丁目）$原

新田自治会館（大
おお

袋
ふくろ

新
しん

田
でん

）$大塚新田稲荷
い な り

窪
くぼ

自治会館

５月14日隻…北公民館$中央公民館$仙波町２丁目集会所$旭
あさひ

町
ちょう

１丁目集会所$中央小学校・西門$農

業ふれあいセンター$寺尾公民館$福原公民館$山田公民館$かすみ野自治会館（かすみ野
の

２丁目）$

大東南公民館

５月21日隻…神明町保育園$川越第一中学校・正門$八
はち

幡
まん

神社駐車場（南
みなみ

通
とおり

町
まち

）$城南中学校・正門$

稲荷町集会所$砂新田自治会館（砂
すな

新
しん

田
でん

４丁目）$砂久保社務所$鯨井自治会館$的場１・２丁目自治

会館$大東公民館

６月４日隻…六
むつ

塚
づか

会館（元
もと

町
まち

２丁目）$岸町１丁目自治会館$市立川越高校・正門$月吉町集会所$木野

目自治会館$砂自治会館$下広谷南公民館$天沼新田自治会館$霞ケ関北自治会館$寿町１丁目集会所
$大東西小学校・北門

６月11日隻…今
いま

成
なり

自治会館$野田神社（野
の

田
だ

町
まち

１丁目）$市役所本庁舎$古谷公民館$今泉公民館$藤
ふじ

間
ま

文化会館$藤間南集会所$上野公会堂（笠
かさ

幡
はた

）$東急ニュータウン自治会館（霞
かすみ

ケ
が

関
せき

東
ひがし

５丁目）

問い合わせ…環境業務課減量リサイクル推進係・℡内線2636
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人
事
発
令
（
平
成
18
年

４
月
１
日
付
け
）

市
長
部
局

部
長
等
…
総
務
部
長
＝
粕
谷
泰
雄

▼
同
部
防
災
担
当
理
事
＝
高
梨

耕
治
▼
財
政
部
長
＝
柴
田
耕
治

▼
保
健
福
祉
部
長
＝
仲
清
明
▼

同
部
保
健
福
祉
政
策
担
当
理

事
＝
関
夏
代
▼
同
部
付
理
事

（
川
越
市
社
会
福
祉
協
議
会
派

遣
）
＝
永
倉
壮
次
▼
環
境
部
新

清
掃
セ
ン
タ
ー
建
設
担
当
理

事
＝
芦
沢
義
男
▼
経
済
部
長
＝

小
沢
行
雄
▼
ま
ち
づ
く
り
部

長
＝
長
谷
部
武

次
長
等
…
市
長
室
広
報
政
策
担
当

参
事
＝
森
田
正
美
▼
同
室
参

事
・
秘
書
課
長
事
務
取
扱
い
＝

福
田
司
▼
同
室
参
事
・
行
政
管

理
課
長
事
務
取
扱
い
＝
栗
原
薫

▼
同
室
参
事
・
広
聴
広
報
課
長

事
務
取
扱
い
＝
佐
藤
明
▼
同
室

中
心
市
街
地
活
性
化
推
進
室

長
＝
小
嶋
正
明
▼
総
務
部
次

長
・
契
約
課
長
事
務
取
扱
い
＝

真
仁
田
茂
▼
財
政
部
参
事
・
管

財
課
長
事
務
取
扱
い
＝
尾
崎
利

則
▼
同
部
参
事
・
収
税
課
長
事

務
取
扱
い
＝
田
中
真
多
▼
保
健

福
祉
部
次
長
＝
吉
野
誠
一
▼
同

部
参
事
・
保
健
福
祉
推
進
課
長

事
務
取
扱
い
＝
太
田
賢
次
▼
環

境
部
参
事
・
環
境
政
策
課
長
事

務
取
扱
い
＝
根
岸
孝
司
▼
同
部

新
清
掃
セ
ン
タ
ー
建
設
事
務
所

長
＝
小
川
倫
勝
▼
経
済
部
次

長
＝
戸
来
賢
次
▼
同
部
付
参
事

（
小
江
戸
川
越
観
光
協
会
派

遣
）
＝
市
野
川
春
雄

課
長
等
…
総
務
部
工
事
検
査
課

長
＝
徳
差
雄
三
▼
財
政
部
財
政

課
長
＝
円
城
寺
実
▼
市
民
部
芳

野
出
張
所
長
＝
鈴
木
唯
史
▼
同

部
古
谷
出
張
所
長
＝
安
藤
実
▼

同
部
高
階
出
張
所
長
＝
馬
場
博

▼
同
部
霞
ケ
関
北
出
張
所
長
＝

鈴
木
晴
三
▼
同
部
付
副
参
事

（
川
越
市
施
設
管
理
公
社
派

遣
）
＝
斉
藤
隆
夫
▼
保
健
福
祉

部
高
齢
者
い
き
が
い
課
長
＝
小

室
博
▼
同
課
副
参
事
・
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
事
務
取

扱
い
＝
川
野
幸
紀
▼
同
部
介
護

保
険
課
長
＝
宮
本
克
美
▼
同
部

こ
ど
も
家
庭
課
長
＝
小
谷
野
明

▼
同
部
福
祉
医
療
課
長
＝
水
野

典
子
▼
同
部
保
健
所
保
健
総
務

課
長
＝
岡
田
薫
▼
同
所
衛
生
検

査
課
長
＝
細
田
豊
子
▼
同
所
総

合
保
健
セ
ン
タ
ー
副
参
事
＝
裏

川
久
子
▼
同
部
付
副
参
事
（
川

越
市
社
会
福
祉
協
議
会
派

遣
）
＝
深
井
晴
光
▼
環
境
部
環

境
業
務
課
長
＝
鈴
木
信
一
▼
同

課
小
畔
の
里
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
所
長
＝
原
田
三
夫
▼
経
済
部

農
政
課
長
＝
岡
本
茂
▼
同
部
観

光
課
長
＝
宮
根
信
夫
▼
ま
ち
づ

く
り
部
公
園
整
備
課
長
＝
伊
藤

功
▼
同
部
建
築
指
導
課
長
＝
奥

津
孝
雄
▼
同
部
高
階
土
地
区
画

整
理
事
務
所
長
＝
鈴
木
仁
一
▼

建
設
部
道
路
建
設
課
長
＝
増
川

修
▼
同
部
道
路
環
境
整
備
課
道

路
管
理
事
務
所
長
＝
小
笠
原
健

一
上
下
水
道
局

参
事
…
事
業
推
進
部
参
事
・
給
水

課
長
事
務
取
扱
い
＝
斉
藤
裕

課
長
…
事
業
推
進
部
下
水
工
務
課

長
＝
石
川
吉
一
▼
同
部
下
水
維

持
課
長
＝
木
水
満

教
育
委
員
会
部
局

部
長
…
学
校
教
育
部
長
＝
須
ケ
間

章
次
長
等
…
生
涯
学
習
部
次
長
・
教

育
財
務
課
長
事
務
取
扱
い
＝
有

山
達
▼
学
校
教
育
部
次
長
・
学

校
管
理
課
長
事
務
取
扱
い
＝
伊

藤
明
▼
同
部
参
事
・
教
育
指
導

課
長
事
務
取
扱
い
＝
小
谷
野
健

史
▼
同
部
参
事
・
教
育
研
究
所

長
事
務
取
扱
い
＝
田
邉
佐
久
代

課
長
等
…
生
涯
学
習
部
生
涯
学
習

課
長
＝
今
井
孝
雄
▼
同
部
南
公

民
館
長
＝
荻
原
秀
介
▼
同
部
北

公
民
館
長
＝
高
篠
秀
夫
▼
同
部

高
階
公
民
館
長
＝
小
久
保
邦
夫

▼
同
部
福
原
公
民
館
長
＝
早
川

迪
男
▼
同
部
大
東
公
民
館
長
＝

堀
江
博
▼
同
部
霞
ケ
関
公
民
館

長
＝
榎
本
章
▼
同
部
川
鶴
公
民

館
長
＝
猪
鼻
茂
次
▼
学
校
教
育

部
学
校
給
食
課
長
＝
木
島
宣
之

▼
市
立
川
越
高
等
学
校
事
務

長
＝
浅
野
真
一

監
査
委
員
事
務
局

事
務
局
長
…
監
査
委
員
事
務
局

長
＝
久
保
田
喜
久
夫

農
業
委
員
会
事
務
局

事
務
局
長
…
農
業
委
員
会
事
務
局

長
＝
垣
内
恭
寛

退
職
者
（
部
長
級
）

（
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
付
け
）

市
長
室
政
策
担
当
理
事
＝
藤
倉
哲

夫
▼
総
務
部
長
＝
小
高
勇
▼
保
健

福
祉
部
長
＝
酒
井
正
代
▼
保
健
福

祉
部
保
健
福
祉
政
策
担
当
理
事
＝

宮
崎
進
士
▼
教
育
委
員
会
部
局
学

校
教
育
部
長
＝
粟
田
博

問
い
合
わ
せ
…
職
員
課
人
事
係
・

℡
内
線
２
２
３
１

◎
　
　
◎
　
　
◎

川
越
地
区
消
防
組
合

次
長
等
…
消
防
局
次
長
＝
須
賀
助

一
▼
川
島
消
防
署
長
＝
若
林
保

明
課
長
等
…
川
越
北
消
防
署
南
古
谷

分
署
長
＝
水
村
光
夫
▼
川
越
中

央
消
防
署
消
防
課
長
＝
皆
川
幸

雄
▼
同
署
高
階
分
署
長
＝
大
室

俊
夫
▼
川
越
西
消
防
署
警
備
課

長
＝
金
子
次
郎
▼
川
島
消
防
署

警
備
課
長
＝
小
野
沢
定
男

問
い
合
わ
せ
…
消
防
局
総
務
課
・

℡
２
２
２-

０
７
４
１

助
役
の
退
職
（
敬
称
略
）

井い
の

上う
え

晶あ
き

子こ

（
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
付
け
）

行
政
委
員
の
選
任
（
敬
称
略
）

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
（
平
成
十
八
年
四
月
一
日
付
け
）

大お
お

室む
ろ

圭け
い

史し

（
笠か

さ

幡は
た

九
三
三
）

農
業
委
員
会
委
員
（
平
成
十
八
年
四
月
一
日
付
け
）

江え

田だ

肇は
じ
め

（
石い

し

田だ

本ほ
ん

郷ご
う

一
二
〇
六
）

問
い
合
わ
せ
…
職
員
課
人
事
係
・
℡
内
線
２
２
３
１
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自
転
車
駐
車
場
の
電
話

番
号
が
変
わ
り
ま
し
た

川
越
駅
西
口
第
二
・
川
越
駅
東

口
・
新
河
岸
駅
自
転
車
駐
車
場
の

電
話
番
号
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
の
際
は
、
か
け
ま
ち

が
い
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

新
し
い
電
話
番
号

川
越
駅
西
口
第
二
自
転
車
駐
車

場
・
℡
２
４
７-

０
２
８
４

川
越
駅
東
口
自
転
車
駐
車
場
・
℡

２
２
３-

６
０
５
７

定
し
、
五
月
十
八
日
斥
か
ら
施
行

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
条
例
に
関
す
る
説
明
会
を

左
記
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

４
月
17
日
席
、
午
後
６
時
〜
７
時

30
分
＝
本
庁
舎
七
階
７
Ａ
会
議

室
４
月
19
日
戚
、
午
後
３
時
〜
４
時

30
分
＝
山
田
公
民
館

４
月
21
日
昔
、
午
後
３
時
〜
４
時

30
分
＝
古
谷
公
民
館

４
月
26
日
戚
、
午
後
３
時
〜
４
時

30
分
＝
ジ
ョ
イ
フ
ル

の
通
報
に
よ
り
、
明
ら
か
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
国
で
は
、
公

益
を
目
的
と
し
て
通
報
し
た
労
働

者
を
保
護
す
る
た
め
、「
公
益
通

報
者
保
護
法
」
を
四
月
一
日
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

市
で
も
、
労
働
者
か
ら
の
通
報

を
受
け
付
け
る
窓
口
を
設
置
し
ま

し
た
。
詳
し
く
は
、
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。
ま
た
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
総
務
課
文
書
法
規

担
当
・
℡
内
線
２
２
１
２

新
河
岸
駅
自
転
車
駐
車
場
・
℡

２
４
１-

５
７
２
６

問
い
合
わ
せ
…
総
合
交
通
政
策
課

交
通
対
策
係
・
℡
内
線
３
２
６

３「
川
越
市
開
発
許
可
等
の

基
準
に
関
す
る
条
例
」

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

市
で
は
、
都
市
計
画
法
の
規
定

に
基
づ
き
、
市
街
化
調
整
区
域
の

開
発
許
可
に
つ
い
て
の
条
例
を
制

４
月
28
日
昔
、
午
後
３
時
〜
４
時

30
分
＝
メ
ル
ト

＊
説
明
会
開
催
時
間
の
三
十
分
前

か
ら
受
け
付
け
を
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
…
開
発
指
導
課
開
発

指
導
担
当
・
℡
内
線
３
２
５
１

公
益
通
報
者
保
護
法
が

施
行
さ
れ
ま
し
た

国
民
生
活
の
安
心
や
安
全
を
損

な
う
よ
う
な
事
業
者
の
違
法
行
為

が
、
そ
の
事
業
所
内
部
の
労
働
者

市税と介護保険料の
収納窓口を延長
４月24日席～28日昔に、市税と介護保険料（65歳以

上）の収納窓口を午後７時まで延長します。昼間に納付

や来庁が困難な方は、ご利用ください。また、納税・納

付相談も同時に行います。市税・介護保険料は、納期限

内に納付をお願いします。

受付日と受付窓口
４月24日席～28日昔…国保年金課③番窓口$収税課⑥
番窓口（本庁舎２階）$介護保険課⑦番窓口（本庁舎

１階）

４月24日席…古谷出張所$南古谷出張所$高
たか

階
しな

出張所

４月25日惜…福原出張所$大東出張所$霞ケ関北出張
所

４月27日斥…霞ケ関出張所$名
な

細
ぐわし

出張所

４月28日昔…芳野出張所$山田出張所
＊出張所での納税相談は、午後５時以降に受け付けます。

＊介護保険料については、出張所での納付相談はできま

せん。介護保険課へお越しください。

問い合わせ…収税課滞納整理担当・℡内線2384$国民
健康保険税は国保年金課国保収納係・℡内線2477$

介護保険料は介護保険課保険料資格係・℡内線2571

「
ほ
う
か
ご
広
場
」
を
毎
月
一
回
開
設
し
ま
す

「
ほ
う
か
ご
広
場
」
で
は
、
思
春
期
の
皆
さ
ん
（
お
お
む
ね

十
八
歳
以
下
）
の
変
化
す
る
体
・
性
に
つ
い
て
の
専
門
的
な
相

談
が
気
軽
に
受
け
ら
れ
ま
す
。
保
護
者
の
相
談
も
受
け
付
け
ま

す
。相

談
は
予
約
制
（
匿
名
可
）
で
、
専
門
の
医
師
が
応
じ
ま
す
。

ま
た
、
体
や
性
に
関
す
る
情
報
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
学
習
の

手
伝
い
も
行
い
ま
す
。

４
月
の
開
設
日

日
時
…
４
月
26
日
戚
、
午
後
５
時
〜
７
時

会
場
…
ク
ラ
ッ
セ
川
越

＊
五
月
以
降
の
開
設
日
は
、
毎
月
二
十
五
日
発
行
の
広
報
川

越
・
相
談
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
保
健
予
防
課
感
染
症
係
・
℡
２
２
７-

５
１
０

２



広報川越№1124 川越市役所・℡049－224－8811 http://www.city.kawagoe.saitama.jp/ 18

市では、平成元年に「都市景観条例」を定め、重要な価値があると認

められる建築物などを「都市景観重要建築物等」に指定しています。3

月22日、新たな４件の指定と、１件の追加指定を行いました。これま

でに指定した58件と合わせて、62件となりました。

問い合わせ…まちづくり計画課都市景観係・℡内線3215

～ひとくち情報～ ミニ・インフォメーション ～ひとくち情報～
●「国民健康保険の加入、脱退手続きは済んでいますか？」 国保年金課国保資格係・℡内線2479
市内に転入、会社などを退職、就職して健康保険に異動があった場合は、必ず手続きをしてください。
●土地価格等縦覧帳簿および家屋価格等縦覧帳簿の閲覧・縦覧を行っています　資産税課管理係・℡内線2361
５月31日戚まで。期間中は、名寄帳兼課税台帳（写）の交付を受け付けます。詳しくは、３月10日発行の広報川越をご覧ください。
●平成18年度健康ふれあい入浴利用券の利用可能施設の変更について　高齢者いきがい課高齢者いきがい担当・℡内線2553
３月25日発行の広報川越でお知らせした利用可能施設のうち、「コナミスポーツクラブ川越」は今年度利用できなくなりました。
●川越市社会福祉審議会　保健福祉推進課保健福祉推進担当・℡内線2513
４月28日昔、午後１時30分～。市民会館会議室。傍聴は当日直接会場。

●川越パートバンクの業務について　ハローワークプラザ川越・℡241－3585
川越パートバンクの業務は、４月からハローワークプラザの業務に統合されました。詳しくは、お尋ねください。
●訂正　広報川越№1123・21ページ　ひとまち伝言板
それいけ！　アンパンマンの会費　誤＝１回500円　正＝月500円

①平井家門
所在地…宮

みや

下
した

町
まち

1丁目12－２
建築年代…江戸時代後期（推定）
両側に袖壁を設けた腕木門で、現在格子

戸になっている引き分け式の扉は、元は堅
張りの板戸。格式の高い武家屋敷の門とし
て、川越で唯一面影を残している。

②旧三ツ木屋吉
よし

澤
ざわ

家
所在地…石

いし

原
わら

町
まち

１丁目12－７
建築年代…昭和12年
伝統的な町家の形態をとりながら

も、下屋に残る欄間のガラスやねず
みしっくいの壁に昭和らしさを感じ
させる。また、２階の格子も幅３尺
ごとの建具としているのも特徴。

③恵
え

比
び

寿
す

屋米穀店
所在地…石原町１丁目６－７
建築年代…明治中期（推定）
比較的規模の大きい伝統的な町家。太い

木の親子格子が明治中期の特徴を示す。２
階の窓下には、関東大震災の影響を物語る、
補強に使ったボルトも見られる。

④三
み

澤
さわ

屋
所在地…石原町１丁目18－10
建築年代…大正13年
伝統的な町家形式だが、下屋の先には材木

を立てかける受け止め金具があるなど、材木
店らしいくふうが光る。石原橋のたもとにあ
り、末

すえ

広
ひろ

町
ちょう

方面からの格好の目印。

⑤石森家土蔵（追加）
所在地…大

おお

手
て

町
まち

２－９
建築年代…江戸時代末
平成14年度に指定した

レンガ塀に続く土蔵。明治
41年に引き屋で現在地へ
移設。主屋への類焼を防ぐ
ように袖蔵、レンガ塀、土
蔵が敷地北側に並ぶ。

都市景観重要建築物
等の指定
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事
例大

も
う
け
が
で
き
る
と
言
わ
れ
、
未
公
開
株
を
売
買
契

約
し
、
代
金
を
渡
し
た
。
そ
の
後
、
株
券
が
送
ら
れ
て
来

な
い
の
で
電
話
し
て
み
る
と
、
つ
な
が
ら
な
く
な
っ
て
い

た
。最

近
、
未
公
開
株
に
つ
い
て
、
詐
欺
的
な
勧
誘
・
販
売

な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

①
未
公
開
株
は
譲
渡
制
限
が
あ
る
場
合
が
多
い
の
で
、
一

般
に
株
券
が
出
回
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

②
営
業
と
し
て
の
株
取
り
引
き
は
、
証
券
業
登
録
を
受
け

た
証
券
会
社
な
ど
以
外
は
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

③
発
行
会
社
自
身
が
、
他
の
第
三
者
と
共
謀
し
て
詐
欺
的

な
行
為
を
し
て
い
た
り
、
法
外
な
価
格
を
提
示
し
て
い

た
り
す
る
事
例
も
あ
り
ま
す
。
会
社
の
実
在
な
ど
は
慎

重
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
購
入
価
格
の
適
正
性
に
つ
い

て
も
、
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

④
内
容
が
理
解
で
き
な
い
と
き
や
、
取
り
引
き
す
る
気
が

な
い
の
に
執
よ
う
な
勧
誘
を
受
け
た
と
き
は
、
は
っ
き

り
断
り
ま
し
ょ
う

＊
「
く
ら
し
の
豆
知
識
二
〇
〇
六
年
度
版
」
を
生
活
情
報

セ
ン
タ
ー
で
配
布
中
で
す
（
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
）。

＊
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
＊

■
消
費
生
活
相
談

生
活
情
報
セ
ン
タ
ー
・
市
民
相
談
室
分
室
で
行
っ
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
毎
月
二
十
五
日
発
行
の
広
報
川
越
・

市
民
相
談
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
生
活
情
報
セ
ン
タ
ー
（
ア
ト
レ
六
階
）
・

℡
２
２
６-

７
０
６
６

未
公
開
株
購
入
の

勧
誘
に
ご
注
意

133

私たちは、地球上の資源

を使って生活しています。

しかし、資源は有限。しか

も、ごみになると地球環境

を悪化させてしまいます。

地球にやさしい生活を送

るには、まず、ごみを減ら

すこと。使える物は繰り返

し使い、最後は資源として

再利用するという心がけが

大切です。

ごみを減らすためには、

「家にごみになる物を持ち

込まないこと」。食料品は

食べられるだけの量を買

い、安いからといってむだ

な物は買わないようにしま

しょう。買う前に「ほんと

うに必要かしら？」「長い

間使えるかな？」「今まで

使っている物で十分で

は？」と、ちょっと考えて

みてはいかがでしょうか。買うときは、詰め替え商品

や包装の少ない物を選び、使い捨て商品はなるべく買

わないようにしましょう。
問い合わせ…環境業務課減量リサイクル推進係・℡内
線2635

もったいないから、ごみ減らし！
ごみになる物は買わない

消
費
生
活

消
費
生
活

消
費
生
活

レ
ポ
ー
ト

レ
ポ
ー
ト

レ
ポ
ー
ト

食
品
・
環
境
衛
生
課
環
境
衛
生
係
・
℡
２
２
７-

５
１
０
３

ペ
ッ
ト
を
正
し
く
飼
う
た
め
に

ジ
ア
や
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
を
は
じ
め

世
界
各
地
で
発

生
し
て
い
る
た

め
、
海
外
旅
行

の
際
に
は
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

ペ
ッ
ト
ブ
ー
ム
の
昨
今
、
日
本
に
は

多
く
の
動
物
が
輸
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

狂
犬
病
は
、
い
つ
国
内
で
発
生
し
て
も

不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
治
療
法
が

な
い
た
め
、
予
防
は
い
っ
そ
う
重
要
に

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

狂
犬
病
と
い
う
病
気
を
、
ご
存
じ
で

す
か
。
狂
犬
病
は
犬
だ
け
で
は
な
く
、

人
を
含
む
す
べ
て
の
ほ
乳
類
が
感
染
し

ま
す
。
発
症
す
る
と
ほ
ぼ
１
０
０
パ
ー

セ
ン
ト
死
亡
す
る
と
い
う
、
ウ
イ
ル
ス

が
原
因
の
恐
ろ
し
い
人
獣
共
通
感
染
症

で
す
。
幸
い
日
本
で
は
、
昭
和
三
十
一

年
を
最
後
に
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。
し

か
し
毎
年
、
世
界
中
で
約
三
万
人
以
上

が
狂
犬
病
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ア

な
り
ま
す
。

「
狂
犬
病
予
防
法
」
に
は
、「
生
後
九

十
一
日
以
上
の
犬
の
飼
い
主
は
、
生
涯

一
回
の
犬
の
登
録
と
毎
年
一
回
の
狂
犬

病
予
防
注
射
を
行
う
こ
と
。
犬
の
鑑
札

と
注
射
済
票
は
必
ず
犬
の
首
輪
に
付
け

る
こ
と
（
迷
い
犬
に
な
っ
た
と
き
、
飼

い
主
が
す
ぐ
わ
か
り
ま
す
）」
と
規
定

さ
れ
て
い
ま
す
。飼
い
主
の
皆
さ
ん
が
、

こ
の
義
務
を
守
る
こ
と
が
い
ち
ば
ん
の

予
防
策
と
な
り
ま
す
。

L i fe
with
pets
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投票率向上のために
●目指せ！　投票率51％
川越市で最近実施した選挙の投票率は、国にかかわる選挙（国政選挙）ではかろうじて50％

を超えました。しかし、このほかの選挙は50％を下回り、非常に低い投票率となっています。
全国的に見られる低投票率の状況を解消するために、次の地方選挙における投票率の目標を、

まずは「51％」として、投票率向上の活動を実施することにしました。有権者の皆さんが、ご
家族・ご近所で誘い合わせて投票所へ出かけたくなるよう、今後は「目指せ！　投票率51％」
を合言葉に、啓発活動を頑張っていきます。
皆さんの１票は、川越の将来に対する「夢・希望」につながっていきます。

選挙管理委員会事務局・℡内線3713

児
童
・
生
徒
の
作
文
⑨

人
権
教
育
シ
リ
ー
ズ

体
が
不
自
由
と
な
っ
て
①

中
学
三
年
生

私
は
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い

る
。
生
徒
手
帳
と
同
じ
く
ら
い
の
大
き

さ
の
赤
い
手
帳
だ
。
中
を
開
く
と
「
要

介
護
、
等
級
二
級
、
障
害
名
、
皮
膚
筋

炎
に
よ
る
四
肢
機
能
障
害
」
と
書
い
て

あ
る
。

私
は
体
が
不
自
由
と
な
り
、
今
、
車

椅い

子す

で
登
校
し
て
い
る
。
昨
年
ま
で
は

元
気
に
遊
び
ま
わ
っ
て
い
る
普
通
の
中

学
生
だ
っ
た
。

一
年
前
、
首
が
赤
く
た
だ
れ
、
手
足

の
筋
肉
に
痛
み
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
だ
ん
だ
ん
体
が
だ
る
く
な
り
、
歩

く
こ
と
も
立
つ
こ
と
も
つ
ら
く
な
っ
て

き
た
。
医
者
に
皮
膚
筋
炎
と
診
断
さ
れ

て
す
ぐ
に
入
院
し
た
。
こ
れ
は
免
疫
異

常
の
病
気
で
薬
で
症
状
が
よ
く
な
る

が
、
同
時
に
危
険
な
副
作
用
が
出
て
し

ま
う
。
私
の
場
合
も
な
か
な
か
合
う
薬

が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
や
っ
と
合
う

薬
が
見
つ
か
っ
た
と
思
っ
た
ら
、
激
し

い
け
い
れ
ん
を
起
こ
し
、
そ
の
ま
ま
十

六
日
間
眠
り
続
け
た
。
頭
に
は
脳
波
の

器
具
、
口
に
は
人
工
呼
吸
器
、
鼻
に
は

チ
ュ
ー
ブ
、
胸
に
は
カ
テ
ー
テ
ル
、
手

足
に
は
点
滴
…
…

体
中
つ
な
が
れ
っ

ぱ
な
し
で
眠
り
続

け
た
。
肺
に
も
心

臓
に
も
水
が
た
ま

り
、
胃
か
ら
は
出
血
。
人
間
は
意
識
が

な
く
な
る
と
だ
ん
だ
ん
内
臓
が
弱
っ
て

い
く
ら
し
い
。
母
は
ひ
た
す
ら
私
の
意

識
が
戻
る
こ
と
を
祈
り
、
私
の
命
を
見

つ
め
、
何
の
反
応
も
示
さ
な
い
私
に
向

か
っ
て
話
し
か
け
、
歌
を
う
た
っ
て
聞

か
せ
た
そ
う
だ
。
母
は
、

「
苦
し
そ
う
に
ゆ
が
ん
で
い
た
あ
な
た

の
顔
が
だ
ん
だ
ん
穏
や
か
に
な
っ
て
、

赤
ち
ゃ
ん
み
た
い
に
か
わ
い
ら
し
く
な

っ
て
き
た
ん
だ
よ
。『
こ
の
あ
っ
た
か

い
命
の
ぬ
く
も
り
を
奪
わ
れ
て
た
ま
る

か
、
あ
な
た
に
闘
う
力
が
な
い
な
ら
こ

の
お
母
さ
ん
が
闘
っ
て
や
る
』
っ
て
思

っ
て
い
た
ん
だ
よ
。」

と
話
し
て
く
れ
た
が
、
私
は
全
然
覚
え

て
い
な
い
。
私
の
命
が
そ
ん
な
に
激
し

い
闘
い
と
深
い
愛
で
守
ら
れ
て
い
た
な

ん
て
。
た
だ
い
つ
も
の
よ
う
に
目
を
覚

ま
し
た
ら
私
を
じ
っ
と
見
つ
め
る
母
が

い
た
。

(

つ
づ
く)

＊
ふ
り
が
な
は
広
聴
広
報
課
で
付
け
ま
し
た
。

平
成
十
六
年
度
に
川
越
市
内
の
小
中
学
生
か
ら
募
集
し
た
作
文
を
ま
と
め
た
人
権
文

集
「
あ
け
ぼ
の
」
か
ら
、
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
こ
数
年
、
景
観
と
い
う
こ
と
ば
が
、
さ
ま
ざ
ま
な

と
こ
ろ
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
の
ま
ち

づ
く
り
は
、
経
済
性
や
効
率
性
、
機
能
性
を
重
視
し
た

結
果
、
美
し
さ
へ
の
配
慮
が
欠
け
て
い
ま
し
た
。
一
方
、

多
く
の
市
町
村
で
行
わ
れ
て
き
た
独
自
の
施
策
や
、
社

会
の
成
熟
に
伴
う
良
好
な
景
観
に
対
す
る
関
心
の
高
ま

り
が
、
景
観
法
を
成
立
さ
せ
ま
し
た
。

川
越
に
は
、
蔵
造
り
な
ど
の
伝
統
的
建
造
物
や
寺
社

の
持
つ
歴
史
的
景
観
、
河
川
や
田
園
が
織
り
成
す
自
然

景
観
な
ど
、
多
様
な
景
観
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
昭
和
六
十
三
年
に
、
県
内
で
も
い
ち
早
く
都
市
景
観

条
例
を
制
定
し
、景
観
行
政
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
の
条
例
は
、
川
越
の
優
れ
た
都
市
景
観
の
保
全
お
よ

び
創
造
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
快
適
な

都
市
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
屋
外

広
告
物
に
関
す
る
権
限
も
、
平
成
十
五
年
に
、
埼
玉
県

か
ら
移
譲
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ち
の
文
化
の
高
さ
が
、

優
れ
た
景
観
に
つ
な
が
り
ま

す
。
景
観
を
守
る
た
め
に
は

行
政
だ
け
で
な
く
、
市
民
の

皆
さ
ん
ひ
と
り
ひ
と
り
の
意

識
が
大
事
で
す
。こ
れ
か
ら
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
い
っ
し
ょ

に
美
し
い
川
越
の
ま
ち
づ
く

り
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
計
画
課
都
市
景
観
担
当
・
℡
内
線
３
２
１
１

教
育
指
導
課
指
導
係
・
℡
内
線
２
９
２
５

輝輝輝
けけけ
!!!!!!

川
越
川
越
川
越
ののの
景
観
景
観
景
観

考
え
よ
う
、
川
越
ら
し
さ

時の鐘の向こうに見える富士山時の鐘の向こうに見える富士山時の鐘の向こうに見える富士山

埼玉県の選挙統一
キャラクター
「選挙くん」



応募方法（６月掲載分は４月28日昔必着）
●短歌部門＝当季雑詠３首まで、俳句部門＝
当季雑詠２句まで、川柳部門＝雑詠３句まで
●市内在住・未発表・創作のもの・かい書で
明記・すべての漢字にふりがなを付ける・作
品の返却なし・掲載時に選者が手を加える場
合あり
●ハガキに部門・作品・住所・氏名（ふりが
な）・年齢・電話番号を明記し、〒350－
8601川越市役所広聴広報課

私
は
三
月
の
六
年
生
を
送
る
会

で
「
ま
た
会
う
日
ま
で
さ
よ
う
な

ら
」
を
歌
い
ま
し
た
。
歌
詞
を
一

つ
一
つ
考
え
な
が
ら
心
を
こ
め
て

歌
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
私
た
ち

五
年
生
が
四
月
か
ら
は
み
ん
な
を

ひ
っ
ぱ
っ
て
行
く
の
で
安
心
し
て

卒
業
し
て
下く

だ

さ
い
、
と
い
う
気
持

ち
を
こ
め
て
六
年
生
を
送
り
ま
し

た
。い

よ
い
よ
四
月
か
ら
は
「
学
校

の
機
関
車
」
│
│
今
ま
で
の
六
年

生
に
続
き
ま
す
。
私
の
父
も
、
兄

も
、
ず
う
っ
と
う
け
つ
い
で
き
た

バ
ト
ン
が
、
今
、
私
に
ま
わ
っ
て

き
た
の
で
す
。
私
と
同
じ
「
学
校

の
機
関
車
」
に
な
る
み
ん
な
と
力

を
合
わ
せ
て
、
今
ま
で
の
六
年
生

に
負
け
な
い
立り

っ

派ぱ

な
リ
ー
ダ
ー
に

な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
今
ま
で
の
六
年
生
が
み

ん
な
の
た
め
に
や
っ
て
き
た
こ
と

を
、
し
っ
か
り
ひ
き
つ
が
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。
一
年
生
か
ら
六

年
生
ま
で
が
一い

っ

緒し
ょ

に
活
動
す
る

「
な
か
よ
し
活
動
」
の
リ
ー
ダ
ー
、

委
員
会
で
は
み
ん
な
の
中
心
に
な

っ
て
働
く
こ
と
、
ク
ラ
ブ
で
は
み

ん
な
の
お
手
本
に
な
る
こ
と
、
通

学
班
で
は
み
ん
な
の
安
全
を
守
る

た
め
に
先
頭
に
な
っ
て
歩
い
て
く

る
こ
と
│
│
低
学
年
の
子
の
こ
と

も
考
え
、
み
ん
な
の
た
め
に
一
生

懸
命
に
働
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
私
た
ち
の
次
に
続
く

子
た
ち
の
良よ

い
お
手
本
に
な
れ
る

よ
う
に
、
責
任
を
持
っ
て
、「
学

校
の
機
関
車
」
と
し
て
の
役
目
を

は
た
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

＊
こ
の
作
文
は
昨
年
度
に
書
か
れ
た
も
の
で
す
。

＊
ふ
り
が
な
は
広
聴
広
報
課
で
付
け
ま
し
た
。

四
月
か
ら
は
私
の
番

高た
か

階し
な

北
小
学
校
六
年
　
　
加か

藤と
う

倭わ

子こ

204

高山をはじめ、北半球のさまざま

な地域が原産。主に英国で改良され、

日本に渡来したため「西洋サクラソ

ウ」と呼ばれるようになりました。

県の花「サクラソウ」と同じ、サク

ラソウ科に属しています。

プリムラという名は「最初の」と

いう意味を持ち、ほかの草花よりも

早く咲くことから名付けられまし

た。なんと500以上の種類があり、

中には11月中旬から咲く物も……。

春真っ盛りのこの時期まで、さまざ

まな花を楽しめます。写真は、「ジ

ュリアン」という種類。比較的新し

く改良され、丈は低いものの大きく

て多様な色の花が咲きます。

プリムラ
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短
　
歌

四
元
仰
・
選

沈じ
ん

丁
ち
ょ
う

花げ

赤
き
つ
ぼ
み
の
押
し
あ
い
て
ほ
こ
ろ
ぶ
花
に
雨
降
り
そ
そ
ぐ

有
田
杉
江(

南
台
二
丁
目)

冷
え
込
み
の
強
き
朝
な
り
桶お

け

の
水
溢あ

ふ

る
る
ま
ま
に
つ
ら
ら
と
な
れ
り

大
川
ふ
じ(

下
小
坂)

子こ

供ど
も

等ら

の
背
丈
し
る
し
し
柱
に
て
孫
を
計
り
お
り
吾わ

れ

は
老
い
つ
つ

大
槻
和
子(

霞
ケ
関
東
三
丁
目)

夕ゆ
う

餉げ

終
え
ま
ど
ろ
み
居お

れ
ば
聞
こ
え
く
る
水
戸
黄
門
の
ド
ラ
マ
の
調
べ

小
久
保
良
種(

西
小
仙
波
町
二
丁
目)

亡
き
夫つ

ま

の
ス
ニ
ー
カ
ー
見
れ
ば
涙
わ
く
し
あ
わ
せ
有あ

り
し
通
院
の
日
々

雪
田
千
代(

霞
ケ
関
東
四
丁
目)

俳
　
句

石
川
俊
一
・
選

そ
れ
ぞ
れ
の
風
に
真ま

向む
か

い
卒
業
す

渡
辺
玄
舟(

稲
荷
町)

丸
き
背
の
母
の
面
影
桜
草

田
口
晨
一(

南
通
町)

箱
根
路
の
雪
に
明あ

か

り
の
点
々
と

清
水
良
子(

稲
荷
町
）

動
か
ざ
る
川か

わ

面も

の
緑
春
浅
し

寺
田
貞
二(

仙
波
町
二
丁
目
）

軽
や
か
に
子こ

供ど
も

の
駆
け
る
春は

る

霞
が
す
み

浅
野
佐
代
粗(

神
明
町)

川
　
柳

小
川
正
夫
・
選

あ
の
親
の
娘こ

な
ら
と
押
し
た
太
鼓
判

樽
見
義
雄(

石
原
町
二
丁
目)

赤
い
糸
結
び
直
し
て
古
希
迎
え

竹
ﾉ
谷
秋
男(

菅
間)

い
い
予
感
あ
っ
て
歩
幅
も
広
く
な
り

我
妻
信
子(

砂)

新
し
い
門
出
に
む
か
い
空
仰
ぐ

渡
辺
鏡
子(

霞
ケ
関
北
四
丁
目
）

桜
咲
き
夢
一い

っ

杯ぱ
い

の
ラ
ン
ド
セ
ル

柳
和
弘(
笠
幡)



み
ん
な
、
楽
し
ん
で
ね
！
　

目
。
す
っ
か
り
夢
中
に
な
っ
た
よ
う
で

す
。
最
後
に
は
、
子
ど
も
た
ち
が
流
れ

る
音
楽
に
合
わ
せ
て
踊
り
出
す
ほ
ど
、

大
喜
び
。「
中
学
生
な
の
に
す
ご
い
。

楽
し
い
作
品
を
あ
り
が
と
う
」「
自
作

と
は
思
え
な
い
ほ
ど
、
絵
も
進
行
も
う

ま
い
で
す
ね
」
と
、
保
護
者
の
皆
さ
ん

か
ら
も
大
好
評
で
し
た
。

取
材
中
、
パ
ネ
ル
キ
ッ
ズ
の
活
動
を

興
味
深
そ
う
に
見
て
い
る
小
学
生
が
い

ま
し
た
。パ
ネ
ル
キ
ッ
ズ
の
皆
さ
ん
も
、

三
年
前
ま
で
児
童
館
を
利
用
し
て
い
ま

し
た
。
今
で
は
演
じ
る
側
と
な
り
、
自

分
た
ち
で
計
画
を
立
て
、
練
習
し
て
上

演
を
行
い
、そ
れ
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

パ
ネ
ル
キ
ッ
ズ
の
活
動
を
支
え
て
い
る

の
は
、
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
を
楽
し
ま

せ
る
た
め
に
、
何
か
を
し
よ
う
と
す
る

気
持
ち
で
す
。
こ
ん
な
気
持
ち
を
抱
い

た
若
い
皆
さ
ん
が
、
川
越
に
も
っ
と
増

え
る
と
い
い
で
す
ね
。

手遊びのキャラクター作り。
にぎやかに話しながら、１時
間半ほどで完成しました

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
と
は
、
ネ
ル
地

の
パ
ネ
ル
に
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど

を
描
い
た
特
殊
な
紙
を
は
り
付
け
た

り
動
か
し
た
り
し
て
行
う
、
い
わ
ば

パ
ネ
ル
上
の
人
形
劇
で
す
。
三
年
ほ

ど
前
、
乳
幼
児
に
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

を
見
て
も
ら
い
た
い
と
結
成
し
た
パ

ネ
ル
キ
ッ
ズ
。
現
在
七
人
で
、
全
員

が
中
学
生
で
す
。
三
月
二
十
六
日
、

川
越
駅
東
口
児
童
館
で
、
パ
ネ
ル
キ

ッ
ズ
に
よ
る
七
回
目
の
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

あ
る
日
パ
ネ
ル
キ
ッ
ズ
は
、
パ
ネ
ル

シ
ア
タ
ー
を
た
だ
上
演
す
る
だ
け
で
な

く
、
も
っ
と
楽
し
ん
で
も
ら
う
方
法
は

な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。「
自
分
た
ち

で
作
っ
た
物
を
、
楽
し
ん
で
も
ら
い
た

い
」
と
制
作
を
決
意
。
試
行
錯
誤
の
末
、

お
と
と
し
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
時
に
、
初

め
て
手
作
り
の
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
を
上

演
し
ま
し
た
。
手
作
り
の
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
は
、
今
回
が
三
作
目
。
物
語
か
ら

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ま
で
、
す
べ
て
パ
ネ
ル

キ
ッ
ズ
が
作
り
ま
す
。
自
分
た
ち
で
作

る
と
、愛
着
も
わ
い
て
く
る
よ
う
で
す
。

本
番
当
日
。十
二
畳
ほ
ど
の
会
場
は
、

三
十
四
人
も
の
親
子
で
満
員
で
す
。
ま

ず
は
手
作
り
の
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
を
上

演
。
ク
イ
ズ
形
式
の
物
語
で
、
子
ど
も

た
ち
と
会
話
も
楽
し
み
ま
す
。
パ
ネ
ル

を
見
つ
め
る
子
ど
も
た
ち
の
真
剣
な
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後列左から渡辺優美さん・江原優美香さ後列左から渡辺優美さん・江原優美香さ後列左から渡辺優美さん・江原優美香さ
ん・奥山栞奈さん・北島恵梨さん。前列ん・奥山栞奈さん・北島恵梨さん。前列ん・奥山栞奈さん・北島恵梨さん。前列
左から青山愛子さん・宮本春菜さん・佐左から青山愛子さん・宮本春菜さん・佐左から青山愛子さん・宮本春菜さん・佐
藤由希さん。後ろのパネルにあるのは、藤由希さん。後ろのパネルにあるのは、藤由希さん。後ろのパネルにあるのは、
今回皆さんが作ったキャラクターたち今回皆さんが作ったキャラクターたち今回皆さんが作ったキャラクターたち

手作りのパネルシアターでは手作りのパネルシアターでは手作りのパネルシアターでは
子どもたちを夢中にさせる、子どもたちを夢中にさせる、子どもたちを夢中にさせる、
多くのキャラクターが登場多くのキャラクターが登場多くのキャラクターが登場

３月26日、パネルシアターの合間に行われた、パネルを使った手遊びの様子３月26日、パネルシアターの合間に行われた、パネルを使った手遊びの様子３月26日、パネルシアターの合間に行われた、パネルを使った手遊びの様子

パ
ネ
ル
キ
ッ
ズ
の

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー



た
く
さ
ん
の
方
が
散
歩
や

ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
楽
し
む
、
寺

尾
調
節
池
。
藤
掛
さ
ん
は
、

こ
の
池
と
脇
を
流
れ
る
新
河

岸
川
で
野
鳥
を
観
察
し
て
い

ま
す
。
平
成
十
六
年
四
月
か

ら
、
散
歩
も
兼
ね
て
一
時
間

ほ
ど
、
ほ
ぼ
毎
日
観
察
を
続

け
て
い
ま
す
。

「
十
五
年
ほ
ど
前
、
野
鳥
観
察
を
始
め
た
、
娘
に
つ
い

て
行
っ
た
の
が
き
っ
か
け
な
ん
で
す
よ
」
と
話
す
藤
掛
さ

ん
。
さ
ま
ざ
ま
な
色
を
し
た
野
鳥
に
、
胸
が
躍
り
ま
し
た
。

外
出
の
た
び
に
、
野
鳥
の
姿
を
目
で
追
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
今
で
は
見
た
目
だ
け
で
な
く
、
し
ぐ
さ
や
飛
び
方

な
ど
で
鳥
を
見
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
そ
う
で
す
。

最
近
は
、
双
眼
鏡
を
手
に
散
歩
し
て
い
る
人
も
多
く
見

ら
れ
ま
す
。「
観
察
を
始
め
て
か
ら
、
少
し
ず
つ
鳥
の
種

類
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
毎
年

ど
ん
な
鳥
が
や
っ
て
く
る
か
楽

し
み
で
す
」と
目
を
細
め
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
ヒ
バ
リ

や
ツ
バ
メ
・
コ
チ
ド
リ
・
セ
ッ

カ
な
ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

そ
う
で
す
。
新
し
い
出
会
い
も

期
待
し
た
い
で
す
ね
。

川越市の面積は109.16椙

まちのできごと 109
ト ー ク

パレット
市場の活気を皆さんへ
埼玉川越総合地方卸売市場では、３月から毎月第

２・第４土曜日を「鮮度いちばん！　お客様感謝市」

として、市場の開放を定期的に開始。威勢のいいかけ

声が飛び交う場内には、新鮮な食材が勢ぞろいしまし

た。来場した皆さんは、のこぎりや包丁を駆使して解

体される大きなマグロに興味津々。やがて切り身にな

ると、飛ぶように売れていきました。

気分は戦国武将!?
川越に春の訪れを告げる「小江戸川越春まつり」のオ

ープニングイベントが、３月26日に一番街などで行われ

ました。ことしは、小
お

田
だ

原
わら

市から北
ほう

条
じょう

手作り甲
かっ

冑
ちゅう

隊の皆

さん24人が参加。川越藩火縄銃鉄砲隊と共に、オープニ

ングを盛り上げました。仲町交差点付近で休憩の際には、

市民の皆さんと写真撮影などで交流。かぶとを頭に乗せ

てもらい、子どもたちはうれしそうでした。

「引っ越し」がきっかけで、大きな交流へ
元スパークスのコーチが、益

まし

子
こ

町
まち

（栃木県）に引っ越したことがきっか

けで始まった「益子町・川越市親善少年サッカー交流

会」。３月12日、23年目の交流会が川越運動公園で行

われました。川越はスパークスとヤンガース、益子町

は田野ＦＣと七井ＪＳＣが参加しています。毎回お互

いの家にホームステイし、仲よくなっても試合は別。

ゴール目指して、必死にボールを追いかけていました。

「次はボクだよ！」「次はボクだよ！」「次はボクだよ！」
順番待ちができるほど、順番待ちができるほど、順番待ちができるほど、
子どもたちに大人気子どもたちに大人気子どもたちに大人気

初日の３月11日は、8,000人が訪れました初日の３月11日は、8,000人が訪れました初日の３月11日は、8,000人が訪れました

藤ふ
じ

掛か
け

保や
す

司し

さ
ん
（
68
歳
・
寺て

ら

尾お

）

人

川

越

23

次回はことしの夏。
益子町で行われます

一番街で勝
ちどきを上
げました

野鳥図鑑と双眼鏡が、観察の時野鳥図鑑と双眼鏡が、観察の時野鳥図鑑と双眼鏡が、観察の時
の必需品です。の必需品です。の必需品です。「鳥を見ないと「鳥を見ないと「鳥を見ないと
1日が終わらないんですよ」1日が終わらないんですよ」1日が終わらないんですよ」

80種類以上の鳥を見分け、その数を記録80種類以上の鳥を見分け、その数を記録80種類以上の鳥を見分け、その数を記録
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毎
年
四
月
十
九
日
に
稲い

荷な
り

神
社
（
中な

か

福ふ
く

）
で
行
わ
れ
る
「
中
福

の
神
楽
」。
主
な
演
目
は
「
や
ま
た
の
お
ろ
ち
」「
種
ま
き
」「
魚
つ

り
」
な
ど
で
、
神
話
を
基
に
し
た
物
語
や
、
豊
作
・
豊
漁
な
ど
を

祈
願
す
る
も
の
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

代
々
こ
の
神
社
の
神
主
を
務
め
て
い
た
根ね

岸ぎ
し

一か
ず

雄お

さ
ん
（
73

歳
・
中
福
）
の
家
に
は
、
神
楽
の
面
が
八
十
以
上
も
あ
り
ま
す
。

明
治
末
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
根
岸
さ
ん
の
祖
父
に
あ
た
る

勝か
つ

広ひ
ろ

さ
ん
が
作
っ
た
物
が
多
い
そ
う
で
す
。
材
質
は
き
り
。
加
工

し
や
す
く
軽
い
た
め
、
踊
る
人
の
負
担
が
少
な
く
て
す
み
ま
す
。

一
つ
一
つ
手
に
取
っ
て
み
る
と
微
妙
な
違
い
が
あ
り
、
面
に
込
め

ら
れ
た
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
で
し
た
。

面
は
、
付
け
て
舞
う
こ
と
で
表
情
が
生
ま
れ
ま
す
。
光
と
影
が

作
り
出
す
さ
ま
ざ
ま
な
表
情
を
、
ご
覧
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

編集後記
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「野球人生最高の日」。野球の世界

一を決めるＷＢＣで優勝した日本代

表・イチロー選手のことばです。見

ている側も、最高の感動を味わうこ

とができました$寒かった冬はどこ

へやら。駆け足で春がやってきた感

じです。ぽかぽか陽気の中、お出か

けには最高の季節になりました$５

月上旬まで続く小江戸川越春まつ

り。しばらくカメラが手放せない

日々が続きます。小江戸の春を楽し

む最高の笑顔を、フィルムに焼き付

けていきたいと思います。

表
紙
の
地
図
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ま
ち
の
中
に
あ
る
美
術
作
品
な
ど
を
紹
介
し
ま
す

ア
ー
ト
な

越
川

昨年の様子。最
も 古 い 面 は 、
13代受け継い
でいるそうです

ことしは、これらの面が「主役」になる予定です

環境に関する話題をお届けする、このコーナー。初回は、壁面緑

化についてご紹介します。壁面緑化は、建物の壁を植物で覆う緑化

方法。建物内の温度上昇を抑え、太陽光の照り返しを防いで建物周

辺の気温上昇を防ぐなどの効果があります。

市教育委員会とのモデル事業として、川越小学校の教室のベラン

ダに園芸用のネットを張り、ゴーヤなどのつる植物を育てて壁面緑

化を実施します。５月に、苗の植え付けやネットを設置。植物が生

長するに従い、教室の窓辺が緑で覆われていき、夏の暑い時期に教

室の温度上昇を抑えることが期待されます。また、子どもたちの身

近な環境教育の素材としても、活用を図っていきます。

問い合わせ…環境政策課みどりの係・℡内線2615

川越小学校の、主に正面左側
の部分が緑化されます

壁面緑化で涼しく過ごす①
環境トピックス 使用するネット使用するネット使用するネット

とプランター。とプランター。とプランター。
奧に水道を設置奧に水道を設置奧に水道を設置


